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はじめに

このドキュメントでは、CDまたはDVDメディアを使用してOracle Solarisオペ
レーティングシステム (OS)をネットワークに接続されていないシステムにインス
トールする方法について説明します。このドキュメントでは、UFSファイルシステ
ムと ZFSルートプールをインストールする方法について説明します。

このドキュメントには、システムハードウェアや周辺装置を設定する方法は含まれ
ていません。

注 –このOracle Solarisのリリースでは、SPARCおよび x86系列のプロセッサアーキテ
クチャーを使用するシステムをサポートしています。サポートされるシステム
は、Oracle Solaris OS: Hardware Compatibility Listsに記載されています。このドキュメ
ントでは、プラットフォームにより実装が異なる場合は、それを特記します。

このドキュメントの x86に関連する用語については、次を参照してください。

■ x86は、64ビットおよび 32ビットの x86互換製品系列を指します。
■ x64は特に 64ビット x86互換CPUを指します。
■ 「32ビット x86」は、x86をベースとするシステムに関する 32ビット特有の情報
を指します。

サポートされるシステムについては、Oracle Solaris OS: Hardware Compatibility Listsを
参照してください。

対象読者
このドキュメントは、Oracle Solaris OSのインストールを担当するシステム管理者を
対象としています。このドキュメントでは、Oracle Solarisのインストールやアップグ
レードをときどき行うシステム管理者向けに、Oracle Solarisのインストールに関する
基本的な情報を提供します。

Oracle Solarisのインストールに関するより詳細な情報については、6ページの「関
連情報」を参照して、その情報が記載されているドキュメントを確認してくださ
い。
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関連情報
次の表に、システム管理者向けのドキュメントの一覧を示します。

表 P–1 Oracle Solarisをインストールするシステム管理者向けのドキュメント

説明 情報

システム要件または上位計画の概要に関する情報が必要です
か。あるいは、Oracle Solaris ZFSルートプールのインス
トール、GRUBベースのブート、Oracle Solarisゾーン区分技
術、またはRAID-1ボリュームの作成に関する概要が必要です
か。

『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:インス
トールとアップグレードの計画』

停止時間をほとんど設けないで、システムをアップグレードし
たり、パッチを適用したりする必要がありますか。Oracle
Solarisの機能である Live Upgradeを使うことにより、アップグ
レード時のシステム停止時間を短縮します。

『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド: Live
Upgradeとアップグレードの計画』

ネットワークやインターネットを介してセキュリティー保護さ
れたインストールを行う必要がありますか。WANブートを使
用して、リモートクライアントをインストールします。あるい
は、ネットワークインストールイメージからネットワークを介
してインストールする必要がありますか。Oracle Solarisインス
トールプログラムは、手順を追ってインストールを案内しま
す。

『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:ネット
ワークベースのインストール』

複数のマシンにOracle Solarisをインストールする必要がありま
すか。JumpStartを使用してインストールを自動化します。

『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド: JumpStart
インストール』

複数のシステムをすばやくインストールしたり、パッチを適用
したりする必要がありますか。Oracle Solarisの機能であるフ
ラッシュアーカイブを使用してフラッシュアーカイブを作成
し、クローンシステム上にOSのコピーをインストールしま
す。

『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:フ
ラッシュアーカイブ (作成とインストール)』

iSCSIターゲットシステムにOracle Solarisをインストールする必
要がありますか。

第 4章「iSCSIターゲットディスクへのOracle Solaris
10 OSのインストール」を参照してください。

システムのバックアップが必要ですか。 『Oracle Solarisの管理:デバイスとファイルシステ
ム』の第 19章「UFSファイルシステムのバック
アップと復元 (概要/タスク)」

トラブルシューティングに関する情報、既知の問題の一覧、ま
たはこのリリース用のパッチの一覧が必要ですか。

『Oracle Solaris Release Notes』

使用しているシステムがOracle Solarisで動作するかどうかを確
認する必要がありますか。

SPARC:『Solaris Sunハードウェアプラットホームガ
イド』

このリリースで追加されたパッケージ、削除された
パッケージ、または変更されたパッケージを確認する必要があ
りますか。

『Oracle Solaris Package List』

はじめに
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表 P–1 Oracle Solarisをインストールするシステム管理者向けのドキュメント (続き)
説明 情報

使用しているシステムやデバイスが Solaris SPARCベースのシス
テム、x86ベースのシステム、およびその他のサード
パーティーベンダーで動作するかどうかを確認する必要があり
ますか。

Solaris Hardware Compatibility List (x86版)

Oracleサポートへのアクセス
Oracleのお客様は、My Oracle Supportを通じて電子的なサポートを利用することがで
きます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoを参照
してください。聴覚に障害をお持ちの場合は、http://www.oracle.com/pls/topic/

lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。

表記上の規則
次の表では、このマニュアルで使用される表記上の規則について説明します。

表P–2 表記上の規則

字体 説明 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレクトリ
名、画面上のコンピュータ出力、コード例
を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -aを使用してすべてのファイ
ルを表示します。

machine_name% you have mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上のコン
ピュータ出力と区別して示します。

machine_name% su

Password:

aabbcc123 Placeholder:実際に使用する特定の名前また
は値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm

filenameと入力します。

AaBbCc123 書名、新しい単語、および強調する単語を
示します。

『ユーザーズガイド』の第 6章
を参照してください。

キャッシュは、ローカルに格納
されるコピーです。

ファイルを保存しないでくださ
い。

注:いくつかの強調された項目
は、オンラインでは太字で表示
されます。

はじめに
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コマンド例のシェルプロンプト
Oracle Solaris OSに含まれるシェルで使用する、UNIXのシステムプロンプトと
スーパーユーザープロンプトを次に示します。コマンド例では、シェルプロンプト
はコマンドが標準ユーザーまたは特権ユーザーのどちらによって実行されるべきか
を示しています。

表P–3 シェルプロンプト

シェル プロンプト

Bashシェル、Kornシェル、および Bourne
シェル

$

Bashシェル、Kornシェル、および Bourne
シェルのスーパーユーザー

#

Cシェル machine_name%

Cシェルのスーパーユーザー machine_name#

プラットフォームによる規則
SPARCシステムと x86システムには、キーボードとマウスに関する次のような規則
が適用されます。

■ このマニュアル中で「Returnキー」と表記しているキーは、キーボードによって
は「Enterキー」という名前になっていることがあります。

■ CDEのデフォルト設定では、3ボタンマウスの各ボタンは、左から右へ「セレク
ト」、「アジャスト」、「メニュー」に対応しています。たとえば、「マウスの
左ボタンをクリック」と記述する代わりに、「セレクトボタンをクリック」と記
述されることがあります。あるいは、マウスボタン 1、マウスボタン 2、マウスボ
タン 3と呼ばれることもあります。

■ デフォルト設定では、2ボタンマウスの各ボタンは、左から右へ「セレク
ト」、「メニュー」に対応しています。アジャストボタンの機能を使用するに
は、キーボードの Shiftキーを押しながらセレクトボタンを押します (Shiftキー +
セレクト)。

はじめに
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CDまたはDVDメディアによるOracle
Solarisのインストールの計画 (タスク)

この章では、インストールを正常に完了するための準備について説明します。この
章に含まれるセクションは次のとおりです。それに続く章では、SPARCシステムお
よび x86システムでの各インストール手順について説明します。

■ 9ページの「システム要件と推奨事項」
■ 16ページの「インストール用のチェックリスト」
■ 28ページの「インストールに関する詳細情報の参照先」

注 –このドキュメントではスライスという用語を使用しますが、一部のOracle Solaris
のドキュメントとプログラムでは、スライスのことを「パーティション」と呼んで
いる場合があります。混乱を避けるために、このドキュメントでは、fdisk

パーティション (x86版Oracle Solarisでのみサポート)と、スライスやパーティション
と呼ばれる fdiskパーティション内の分割を区別しています。

システム要件と推奨事項
次の表に、Oracle Solaris OSをインストールするための基本的なシステム要件の一覧
を示します。

1第 1 章
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表 1–1 メモリー、スワップ、およびプロセッサの推奨事項

要件 サイズ

インストールやアップグレードに
必要なメモリー

■ UFSまたは ZFSルートファイルシステムの場合、インストールに必要な最小
メモリーは 1.5Gバイトです。
ただし、オプションのインストール機能の中には、十分なメモリーが存在す
る場合のみ有効になるものもあります。たとえば、DVDからインストールす
る場合にメモリーが不足していると、Oracle Solarisインストールプログラムの
GUIではなくテキストインストーラが使用されます。これらのメモリー要件
の詳細は、表 1–2を参照してください。

■ Oracle Solarisの以前のリリースでは、1Tバイトを超えるサイズのディスクに
Oracle Solaris OSをインストールしてブートすることはできませんでし
た。Oracle Solaris 10 10/09以降のリリースでは、最大 2Tバイトのサイズの
ディスクにOracle Solaris OSをインストールしてブートできます。
Oracle Solaris 10 10/09以降のリリースでは、どのようなサイズのディスクでも
VTOCラベルを使用できますが、VTOCによるアドレス割り当てが可能な空
間は 2Tバイトに制限されています。この機能により、2Tバイトより大きな
ディスクをブートドライブとして使用できますが、ラベルから使用できる空
間は 2Tバイトに制限されます。

注 –この機能は、64ビットカーネルを実行しているシステムでのみ使用できま
す。x86ベースのシステムには、最低 1.5Gバイトのメモリーが必要です。
詳細は、『System Administration Guide: Devices and File
Systems』の「Two-Terabyte Disk Support for Installing and Booting the Oracle
Solaris OS」を参照してください。

スワップ領域 ■ UFSファイルシステムの場合、デフォルトのサイズは 512Mバイトです。

■ ZFSルートプールについては、『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:イ
ンストールとアップグレードの計画』の「ZFSインストールのディスク容量
要件」を参照してください。

注 –スワップ空間のカスタマイズが必要になる場合もあります。スワップ領域
は、システムのハードディスクのサイズに基づいて決まります。

プロセッサ要件 ■ SPARCベースのシステムの場合: 200MHz以上のプロセッサが必要です。

■ x86ベースのシステムの場合: 120MHz以上のプロセッサを推奨します。ハード
ウェアによる浮動小数点サポートが必要です。

システム要件と推奨事項
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Oracle SolarisインストールプログラムのGUIまた
はテキストインストーラの要件
Solaris 10 Operating System DVDまたは Solaris 10 SOFTWARE - 1 CDに入っている
Oracle Solarisインストールプログラムは、グラフィカルユーザーインタフェース
(GUI)で、あるいは対話式テキストインストーラとしてデスクトップセッションまた
はコンソールセッションで、実行できます。x86システムの場合、Oracle Solarisイン
ストールプログラムに Solaris Device Configuration Assistant (デバイス構成用補助)が含
まれています。

■ GUI – Oracle SolarisインストールGUIには、ウィンドウ、プルダウンメ
ニュー、ボタン、スクロールバー、アイコン画像などがあり、これらを使ってイ
ンストールプログラムを操作できます。GUIには、ローカルまたはリモートの
DVD-ROMドライブかCD-ROMドライブ、またはネットワーク接続、およびビデ
オアダプタ、キーボード、モニター、十分なメモリーが必要です。これらのメモ
リー要件の詳細は、表 1–2を参照してください。

■ テキストインストーラ – Oracle Solarisの対話式テキストインストーラを使用する
と、端末またはコンソールウィンドウに情報を入力してインストールプログラム
を操作できます。テキストインストーラは、ウィンドウ表示環境のデスクトップ
セッションか、コンソールセッションで実行できます。テキストインストーラに
は、ローカルまたはリモートのDVD-ROMドライブかCD-ROMドライブ、また
はネットワーク接続、およびキーボードとモニターが必要です。Oracle Solarisイ
ンストールテキストインストーラを tipコマンドで実行できます。詳細
は、tip(1)を参照してください。

ソフトウェアをインストールするときに、GUIを使用する方法、ウィンドウ表示環
境を使用する方法、またはウィンドウ表示環境を使用しない方法を選択できま
す。十分なメモリーがある場合は、デフォルトでGUIが表示されます。GUIを表示
できるだけの十分なメモリーがない場合は、デフォルトでその他の環境が表示され
ます。ブートオプション nowinまたは textを使用すると、デフォルト動作を
オーバーライドできますが、システムのメモリー量による制限や、リモートでイン
ストールする場合の制限があります。また、ビデオアダプタが検出されない場
合、Oracle Solarisインストールプログラムは自動的にコンソールベースの環境で表示
されます。

テキストベースとGUIベースのどちらのインストール方法でも、最小メモリー要件
は 1.5Gバイト以上です。インストールの種類は次のとおりです。

■ テキストベース –画像は含まれませんが、ウィンドウとほかのウィンドウを開く
機能が提供されます。

textブートオプションを使用している場合でシステムに十分なメモリーがあると
きは、ウィンドウ表示環境でインストールされます。tipラインを介してリ
モートでインストールする場合や、nowinブートオプションを使用してインス
トールする場合は、コンソールベースのインストールに限定されます。
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■ GUIベース –ウィンドウ、プルダウンメニュー、ボタン、スクロールバー、およ
びアイコン画像が提供されます。

選択を入力するか、プロンプトに特別なコマンドを入力することで、インストール
に使用するインストーラを指定することもできます。手順について
は、第 2章「Oracle SolarisインストールプログラムによるUFSファイルシステム用の
インストール (タスク)」を参照してください。

ディスク容量に関する一般的な計画と推奨事項
ディスク容量の計画のたて方は、ユーザーによって異なります。次の表に、容量を
割り当てる場合のいくつかの条件と考慮事項を示します。

表 1–2 ディスク容量とスワップ領域に関する一般的な計画

容量割り当ての条件 説明

UFSファイルシステム ファイルシステムを割り当てる場合には、将来のOracle Solarisバージョンにアップグ
レードするときのために、現在必要な容量よりも 30%多く割り当ててください。

デフォルトでは、ルート(/)とスワップ領域 (/swap)だけが作成されます。OSサービス
のためにディスク容量が割り当てられたときは、/exportディレクトリも作成されま
す。Oracle Solarisのメジャーリリースにアップグレードする場合は、システムのスライ
スを切り直すか、インストール時に必要な容量の 2倍を割り当てる必要がありま
す。Solaris Updateにアップグレードする場合は、将来のアップグレードに備えて余分の
ディスク容量を追加しておけば、システムのスライスを切り直す手間を軽減できま
す。Oracle Solaris Updateリリースにアップグレードするたびに、直前のリリースに比べ
ておよそ 10%のディスク容量が追加で必要になります。ファイルシステムごとに 30%
のディスク容量を追加しておくと、Oracle Solaris Updateを数回追加できます。

注 – Oracle Solarisの以前のリリースでは、1Tバイトを超えるサイズのディスクにOracle
Solaris OSをインストールしてブートすることはできませんでした。Oracle Solaris 10
10/09以降のリリースでは、最大 2TバイトのサイズのディスクにOracle Solaris OSをイ
ンストールしてブートできます。

Oracle Solaris 10 10/09以降のリリースでは、どのようなサイズのディスクでもVTOCラ
ベルを使用できますが、VTOCによるアドレス割り当てが可能な空間は 2Tバイトに制
限されています。この機能により、2Tバイトより大きなディスクをブートドライブと
して使用できますが、ラベルから使用できる空間は 2Tバイトに制限されます。

この機能は、64ビットカーネルを実行しているシステムでのみ使用できます。x86
ベースのシステムには、最低 1.5Gバイトのメモリーが必要です。

詳細は、『System Administration Guide: Devices and File Systems』の「Two-Terabyte Disk
Support for Installing and Booting the Oracle Solaris OS」を参照してください。

UFSファイルシステムの /var

ファイルシステム
クラッシュダンプ機能 savecore(1M)を使用する場合は、/varファイルシステムの容量
を物理メモリーの倍のサイズに設定します。

システム要件と推奨事項
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表 1–2 ディスク容量とスワップ領域に関する一般的な計画 (続き)
容量割り当ての条件 説明

スワップ 注 – ZFSルートプールのスワップの割り当てについては、『Oracle Solaris 10 1/13インス
トールガイド:インストールとアップグレードの計画』の「ZFSインストールのディス
ク容量要件」を参照してください。
UFSファイルシステムの場合、次の条件では、Oracle Solarisインストールプログラムは
512Mバイトのデフォルトのスワップ領域を割り当てます。
■ インストールプログラムによるディスクスライスの自動配置機能を使用する場合
■ スワップスライスのサイズを手作業で変更しない場合

デフォルトでは、Oracle Solarisインストールプログラムは、利用可能な最初のディスク
シリンダ (SPARCベースのシステムでは通常シリンダ 0)でスワップが開始されるように
スワップ空間を割り当てます。この配置によって、デフォルトのディスクレイアウト時
にはルート (/)ファイルシステムに最大の空間を割り当てることができ、アップグ
レード時にはルート (/)ファイルシステムを拡張できます。
将来スワップ領域を拡張することを考えている場合、次のいずれかの手順を実行してス
ワップスライスを配置することにより、別のディスクシリンダでスワップスライスを開
始できます。
■ Oracle Solarisインストールプログラムの場合、シリンダモードでディスクレイアウ
トをカスタマイズして、スワップスライスを目的の位置に手動で割り当てることが
できます。

■ JumpStartインストールプログラムの場合、プロファイルファイル内でスワップスラ
イスを割り当てることができます。JumpStartプロファイルファイルの詳細
は、『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド: JumpStartインストール』の「プロ
ファイルの作成」を参照してください。

スワップ空間の概要については、『Oracle Solarisの管理:デバイスとファイルシステ
ム』の第 16章「追加スワップ空間の構成 (タスク)」を参照してください。

ホームディレクトリファイル
システムを提供するサーバー

ホームディレクトリは、通常デフォルトで /exportファイルシステムにあります。

インストールするOracle
Solarisソフトウェアグループ

ソフトウェアグループはソフトウェアパッケージの集まりです。ディスク容量を計画す
る際には、選択したソフトウェアグループから個々のソフトウェアパッケージを個別に
追加したり削除したりできることを覚えておいてください。ソフトウェアグループの詳
細は、14ページの「ソフトウェアグループごとの推奨ディスク容量」を参照してくだ
さい。

アップグレード ■ Live Upgradeを使用して非アクティブブート環境をアップグレードする際
に、ディスク容量の計画に関する情報を必要とする場合は、『Oracle Solaris 10 1/13
インストールガイド: Live Upgradeとアップグレードの計画』の「Live Upgradeの
ディスク容量の要件」を参照してください

■ ほかのOracle Solarisインストール方法を使用してディスク容量を計画する場合
は、『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:インストールとアップグレードの計
画』の「ディスク容量の再配置を伴うアップグレード」を参照してください。
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表 1–2 ディスク容量とスワップ領域に関する一般的な計画 (続き)
容量割り当ての条件 説明

言語サポート 単一の言語をインストールする場合は、約 0.7Gバイトのディスク容量をその言語用に
追加して割り当ててください。すべての言語のサポートをインストールする場合は、イ
ンストールするソフトウェアグループに応じて、最大で約 2.5Gバイトのディスク容量
を追加して割り当てる必要があります。

印刷やメールのサポート 容量を追加します。

追加ソフトウェアや Sun以外
のソフトウェア

容量を追加します。

ソフトウェアグループごとの推奨ディスク容量
Oracle SolarisソフトウェアグループはOracle Solarisパッケージの集まりです。それぞ
れのソフトウェアグループには、異なる機能やハードウェアドライバのサポートが
含まれています。

■ 初期インストールの場合は、システムでどの機能を実行するかを考慮して、イン
ストールするソフトウェアグループを選択します。

■ アップグレードの場合は、システムにインストールされているソフトウェアグ
ループでアップグレードする必要があります。たとえば、システムにエンド
ユーザーシステムサポートがインストールされている場合には、開発者システム
サポートにアップグレードするオプションは使用できません。ただし、アップグ
レード中に、インストール済みのソフトウェアグループに属していないソフト
ウェアをシステムに追加することはできます。

Oracle Solarisソフトウェアのインストール時には、選択したOracle Solarisソフト
ウェアグループに対してパッケージを追加したり、削除したりできま
す。パッケージの追加や削除を行う場合には、ソフトウェアの依存関係やOracle
Solarisソフトウェアがどのようにパッケージ化されているかを知っている必要があ
ります。

次の図は、ソフトウェアパッケージのグループを示しています。限定ネットワーク
システムサポートには、最小限の数のパッケージが含まれています。全体ディスト
リビューションとOEMサポートには、すべてのパッケージが含まれています。

システム要件と推奨事項
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表 1–3に、Oracle Solarisソフトウェアグループ、およびそれぞれのグループのインス
トールに推奨されるディスク容量の一覧を示します。この表の推奨ディスク容量に
は、次の項目の容量も含まれています。

■ スワップ空間
■ パッチ
■ 追加のソフトウェアパッケージ

各ソフトウェアグループに必要なディスク容量は、この表に一覧表示されている容
量より少ない場合があります。

ディスク容量の計画方法の詳細は、『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:イン
ストールとアップグレードの計画』の「ディスク容量とスワップ空間の割り当
て」を参照してください。

表 1–3 ソフトウェアグループごとの推奨ディスク容量

ソフトウェアグループ 説明 推奨ディスク容量

全体ディストリ
ビューションとOEMサ
ポート

全体ディストリビューションのパッケージに加え、追加
のハードウェアドライバが含まれています。これに
は、インストール時にシステムに存在していないハード
ウェアのドライバも含まれます。

8575Mバイト

図 1–1 Oracle Solarisソフトウェアグループ
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表 1–3 ソフトウェアグループごとの推奨ディスク容量 (続き)
ソフトウェアグループ 説明 推奨ディスク容量

全体ディストリ
ビューション

開発者システムサポートのパッケージに加
え、サーバーに必要な追加のソフトウェアが含まれてい
ます。

8529Mバイト

開発者システムサポート エンドユーザーシステムサポートのパッケージに加
え、ソフトウェア開発用の追加のサポートが含まれてい
ます。ソフトウェア開発のサポートとして、ライブラ
リ、インクルードファイル、マニュアルページ、プログ
ラミングツールなどが追加されています。ただし、コン
パイラは含まれていません。

8336Mバイト

エンドユーザーシステムサ
ポート

ネットワークに接続されたOracle Solarisシステムと共通
デスクトップ環境 (CDE)のブートと実行に必要な最小限
のコードを提供するパッケージが含まれています。

7074Mバイト

コアシステムサポート ネットワークに接続されたOracle Solarisシステムの
ブートと実行に必要な最小限のコードを提供する
パッケージが含まれています。

3093Mバイト

限定ネットワークシステム
サポート

ネットワークサービスのサポートが限定されたOracle
Solarisシステムをブートおよび実行するために必要な最
小限のコードを提供するパッケージが含まれていま
す。Reduced Networkingサポートは、テキストベースのマ
ルチユーザーコンソールと、システム管理ユーティリ
ティーを提供します。このソフトウェアグループを使用
すると、システムでネットワークインタフェースを認識
できますが、ネットワークサービスがアクティブになる
ことはありません。

3035Mバイト

インストール用のチェックリスト
Oracle Solaris OSのインストールに必要な情報を収集するには、次のチェックリスト
を使用します。ただし、チェックリストに記載されているすべての情報を収集する
必要はありません。使用するシステムに関連する情報だけを収集してください。

このチェックリストは、初期インストールを行う場合のみ使用してください。シス
テムのアップグレードを行う場合は、『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:イ
ンストールとアップグレードの計画』の「アップグレード用のチェックリスト」を
参照してください。

インストール用のチェックリスト
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注 –システムに非大域ゾーンが含まれている場合は、アップグレードプログラムまた
はパッチを追加するプログラムとして、Oracle Solarisの機能である Live Upgradeを推
奨します。ほかのアップグレードプログラムでは、膨大なアップグレード時間が必
要となる場合があります。これは、アップグレードの実行に要する時間が、インス
トールされている非大域ゾーンの数に比例して増加するからです。

Oracle Solarisの機能である Live Upgradeを使ったアップグレード方法について
は、『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド: Live Upgradeとアップグレードの計
画』のパート I「Live Upgradeを使ったアップグレード」を参照してください。

表 1–4 インストール用チェックリスト

インストールに必要な情報 説明/例
答—アスタリスク (*)はデ
フォルトを示します

ネットワーク接続 このシステムはネットワークに接続されていますか。 接続されている/接続され
ていない

インストール用のチェックリスト
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表 1–4 インストール用チェックリスト (続き)

インストールに必要な情報 説明/例
答—アスタリスク (*)はデ
フォルトを示します

Oracle Solarisの機能である自
動登録の資格情報とプロキシ
情報

オラクルの自動登録のサポート資格情報とプロキシ情報を
指定しますか。

Oracle Solaris自動登録は、Oracle Solaris 10 9/10リリースで
新規に追加された機能です。システムをインストールまた
はアップグレードすると、システムの構成データは、既存
のサービスタグ技術によってリブート時に自動的にオラク
ル製品登録システムに伝達されます。システムに関するこ
のサービスタグデータは、オラクルの顧客向けサポートと
サービスの向上などに役立てられます。サービスタグにつ
いては、http://www.oracle.com/

technetwork/server-storage/solaris/

oracle-service-tag-faq-418684.htmlを参照してくださ
い。

この同じ構成データを使用して、システム独自の目録を作
成および管理することができます。下の登録オプションの
いずれかを使ってサポート資格情報に登録することで、シ
ステムおよびシステムにインストールされているソフト
ウェア製品のサービスタグを記録および追跡して、システ
ムのインベントリを簡単に作成できます。

インストールまたはアップグレードの前に、auto_reg

キーワードを sysidcfgファイルに追加して、次に示すよう
に自動登録構成を構成できます。
■ 自動登録のサポート資格情報とプロキシ情報を指定し
ます。

■ 匿名の登録を設定して、オラクルに送信する構成
データとカスタマの名前がリンクしないようにしま
す。

■ 自動登録を無効にして、構成データがオラクルに送信
されないようにします。

手順については、『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイ
ド:ネットワークベースのインストール』の「auto_reg
キーワード」を参照してください。

sysidcfgファイルに auto_regキーワードを事前に設定しな
い場合は、対話式のインストールまたはアップグレードの
実行時に、サポート資格情報を指定するか、匿名で登録す
るように求められます。サポート資格情報を指定しない場
合、システムは匿名のシステムとして登録されます。ま
た、必要に応じて、プロキシ情報も指定するように求めら
れます。

または、リブートする前に、インストールまたはアップグ
レードの最後で自動登録を無効にすることもできます。こ
のガイドのインストール手順の一部として含まれてい
る、無効にするための手順を参照してください。

My Oracle Supportの
ユーザー名とパスワード

プロキシサーバーホスト
名とポート番号

HTTPプロキシユーザー名
とパスワード
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表 1–4 インストール用チェックリスト (続き)

インストールに必要な情報 説明/例
答—アスタリスク (*)はデ
フォルトを示します

ネットワークセキュリティー Solaris 10 11/06以降のリリースでは、初期インストール時
にネットワークセキュリティー設定を変更することがで
き、Secure Shellを除くすべてのネットワークサービスを無
効にしたり、応答する要求をローカル要求だけに制限した
りすることができます。このセキュリティーオプションを
使用できるのは初期インストールのときだけで、アップグ
レード時には使用できません。アップグレードでは、以前
に設定したサービスが保持されます。ただし netservices

コマンドを使用すれば、必要に応じてアップグレード後に
ネットワークサービスを制限することができます。

インストール時に、制限されたネットワークセキュリ
ティーを選択できます。または、Oracle Solarisの以前のリ
リースと同様に、より多くのサービスを有効にすることも
できます。インストール後に任意のサービスを個別に有効
にできるため、制限付きネットワークセキュリティーを選
択しても問題ありません。これらのオプションについての
詳細は、『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:インス
トールとアップグレードの計画』の「ネットワークセ
キュリティーの計画」を参照してください。

ネットワークサービスは、netservices openコマンドを使
用するか、SMFコマンドを使用して個別にサービスを有効
にする方法で、インストール後に有効にすることができま
す。『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:インス
トールとアップグレードの計画』の「インストール後のセ
キュリティー設定の修正」を参照してください。

制限されたネットワーク
セキュリティー/オープン
ネットワークセキュリ
ティー

DHCP このシステムでは、DHCP (Dynamic Host Configuration
Protocol)を使ってネットワークインタフェースを構成しま
すか。

DHCPはインストールに必要なネットワークパラメータを
提供します。

はい/いいえ*
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表 1–4 インストール用チェックリスト (続き)

インストールに必要な情報 説明/例
答—アスタリスク (*)はデ
フォルトを示します

DHCPを使
用しない場
合
は、ネット
ワークアド
レスをメモ
します。

IPアドレス DHCPを使用しない場合は、このシステムの IPアドレスを
指定します。

例: 172.31.255.255

稼働中のシステムについてこの情報を調べるには、次のコ
マンドを入力します。

# ypmatch host-name hosts

サブネット DHCPを使用しない場合、このシステムはサブネットの一
部ですか。

「はい」の場合は、サブネットのネットマスクを指定しま
す。

例: 255.255.255.0

稼働中のシステムについてこの情報を調べるには、次のコ
マンドを入力します。

# more /etc/netmasks

IPv6 このマシンで IPv6を使用可能にしますか。

IPv6はTCP/IPインターネットプロトコルの 1つで、より強
固なセキュリティーを追加し、インターネットアドレスを
増やすことで、IPアドレスの指定を容易にします。

はい/いいえ*

ホスト名 このシステムのホスト名。

稼働中のシステムについてこの情報を調べるには、次のコ
マンドを入力します。

# uname -n

Kerberos このマシンにKerberosセキュリティーを構成しますか。

「はい」の場合は、次の情報を収集します。

はい/いいえ*

デフォルトのレルム:

管理サーバー:

一次KDC:

(オプション)追加KDC:

Kerberosサービスは、ネットワーク経由でのセキュリ
ティー保護されたトランザクションを提供するクライアン
トサーバーアーキテクチャーです。
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表 1–4 インストール用チェックリスト (続き)

インストールに必要な情報 説明/例
答—アスタリスク (*)はデ
フォルトを示します

システムで
ネーム
サービスを
使用する場
合は、次の
情報を指定
します。

ネームサービ
ス

このシステムではどのネームサービスを使用しますか。

稼働中のシステムについてこの情報を調べるには、次のコ
マンドを入力します。

# cat /etc/nsswitch.conf

ネームサービスの情報は 1か所に保管されているの
で、ユーザー、マシン、およびアプリケーションはネット
ワーク上で相互に通信できます。たとえば、ホスト名とア
ドレスまたはユーザー名とパスワードなどの情報が保管さ
れています。

NIS+/NIS/DNS/ LDAP/使用
しない

ドメイン名 システムが属するドメインの名前を指定します。

インストール時に、デフォルトのNFSv4ドメイン名を選択
できます。あるいは、カスタムのNFSv4ドメイン名を指定
することもできます。

稼働中のシステムのドメイン名を確認する方法について
は、『Solarisのシステム管理 (ネットワークサービ
ス)』の「NFS version 4のドメインを確認する」を参照して
ください。

sysidcfgファイル内にNFSv4ドメイン名を事前に構成する
場合は、『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:ネット
ワークベースのインストール』の「nfs4_domain
キーワード」を参照してください。
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表 1–4 インストール用チェックリスト (続き)

インストールに必要な情報 説明/例
答—アスタリスク (*)はデ
フォルトを示します

NIS+および
NIS

ネームサーバーを指定しますか、それともインストールプ
ログラムにネームサーバーの検索を任せますか。

ネームサーバーを指定する場合は、次の情報を指定しま
す。

指定/検索*

サーバーのホスト名:

■ NISクライアントの場合、サーバーのホスト名を表示す
るには次のコマンドを入力します。

# ypwhich

■ NIS+クライアントの場合、サーバーのホスト名を表示
するには次のコマンドを入力します。

# nisping

サーバーの IPアドレス:

■ NISクライアントの場合、サーバーの IPアドレスを表
示するには次のコマンドを入力します。

# ypmatch nameserver-name hosts

■ NIS+クライアントの場合、サーバーの IPアドレスを表
示するには次のコマンドを入力します。

# nismatch nameserver-name
hosts.org_dir

ネットワーク情報サービス (NIS)は、マシン名やアドレス
などのさまざまなネットワーク情報を 1つの場所で管理す
ることによって、ネットワーク管理を容易にするための
サービスです。
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表 1–4 インストール用チェックリスト (続き)

インストールに必要な情報 説明/例
答—アスタリスク (*)はデ
フォルトを示します

DNS DNSサーバーの IPアドレスを指定します。DNS
サーバーの IPアドレスを少なくとも 1つ、最大 3つまで指
定します。

サーバーの IPアドレス:

サーバーの IPアドレスを表示するには、次のコマンドを入
力します。

# getent hosts dns

DNS検索を行うときに検索するドメインのリストを入力で
きます。

検索するドメインのリスト:

ドメインネームシステム (DNS)は、インターネットが
TCP/IPネットワーク用に提供するネームサービスで
す。DNSは、ホスト名から IPアドレスに変換するサービ
スを提供します。数値表現の IPアドレスの代わりにマシン
名を使用するので、通信が簡単になります。また、メール
管理用のデータベースとしての働きもします。

LDAP LDAPプロファイルに関する次の情報を指定します。

プロファイル名:

プロファイルサーバーのホスト名:

LDAPプロファイルでプロキシ資格レベルを指定した場
合、この情報を収集します。

プロキシバインドの識別名:

プロキシバインドのパスワード:

LDAP (Lightweight Directory Access Protocol)は、TCP/IPを
使って動作するディレクトリを更新したり検索したりする
ときに使用される、比較的単純なプロトコルです。
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表 1–4 インストール用チェックリスト (続き)

インストールに必要な情報 説明/例
答—アスタリスク (*)はデ
フォルトを示します

デフォルトルート デフォルトルート IPアドレスを指定しますか、それとも
Oracle Solarisインストールプログラムに IPアドレスの検索
を任せますか。

デフォルトルートは、2つの物理ネットワーク間のトラ
フィック転送用のブリッジを提供します。IPアドレス
は、ネットワーク上の各ホストを識別する一意の番号で
す。
次のうちから選択できます。
■ IPアドレスを指定できます。指定された IPアドレスを
使用して /etc/defaultrouterファイルが作成されま
す。システムをリブートすると、指定された IPアドレ
スがデフォルトルートになります。

■ Oracle Solarisインストールプログラムに IPアドレスを
検出させることができます。ただし、システム
は、ICMPルーター発見プロトコルを使用して自らを通
知するルーターの存在するサブネット上になければな
りません。コマンド行インタフェースを使用している
場合は、システムのブート時に IPアドレスが検出され
ます。

■ ルーターが存在しない場合、または今回はソフト
ウェアに IPアドレスを検出させない場合は、「な
し」を選択します。リブート時に、ソフトウェアが自
動的に IPアドレスの検出を試みます。

検出*/指定/なし

タイムゾーン デフォルトのタイムゾーンをどのように指定しますか。 地域*

GMTとの時差

タイムゾーンファイル

ルートパスワード システムのルートパスワードを指定します。
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表 1–4 インストール用チェックリスト (続き)

インストールに必要な情報 説明/例
答—アスタリスク (*)はデ
フォルトを示します

キーボード キーボードが自己識別型である場合は、インストール時に
キーボードの言語および配列が自動的に構成されま
す。キーボードが自己識別型でない場合は、インストール
時にサポートされているキー配列の一覧から選択できま
す。

PS/2キーボードは自己識別型ではありません。インス
トール時にキー配列を選択するように求められます。

SPARCのみ –以前は、自己識別型でないキーボードはすべ
て、インストール時に必ず米国英語 (U.S. English)キー配列
に構成されていました。

詳細は、『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:ネット
ワークベースのインストール』の「keyboard
キーワード」を参照してください。

ロケール どの地域のサポートをインストールしますか。

SPARC:電源管理 (電源管理シ
ステムをサポートする SPARC
システムの場合のみ)

電源管理システムを使用しますか。

注 –システムにEnergy Starバージョン 3以降がある場
合、この情報の入力は求められません。

はい*/いいえ

自動的なリブートまたは
CD/DVD取り出し

ソフトウェアをインストールした後に自動的にリブートし
ますか。

ソフトウェアをインストールした後にCD/DVDを自動的に
取り出しますか。

はい*/いいえ

はい*/いいえ

デフォルトインストールまた
はカスタムインストール

デフォルトのインストールを実行しますか、それともイン
ストールをカスタマイズしますか。
■ デフォルトインストールを選択すると、ハードディス
ク全体がフォーマットされ、事前に選択されている一
連のソフトウェアがインストールされます。

■ カスタムインストールを選択すると、ハードディスク
の配置を変更したり、必要なソフトウェアを選択して
インストールしたりできます。

注 –テキストインストーラでは、「デフォルトインス
トール」か「カスタムインストール」かの選択は表示され
ません。デフォルトインストールを実行するには、テキス
トインストーラに表示されるデフォルト値をそのまま使用
します。カスタムインストールを実行するには、テキスト
インストーラの画面で値を編集します。

デフォルトインストール
*/カスタムインストール
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表 1–4 インストール用チェックリスト (続き)

インストールに必要な情報 説明/例
答—アスタリスク (*)はデ
フォルトを示します

ソフトウェアグループ どのOracle Solarisソフトウェアグループをインストールし
ますか。

全体ディストリ
ビューションとOEMサ
ポート

全体ディストリ
ビューション*

開発者システムサポート

エンドユーザーシステム
サポート

コアシステムサポート

限定ネットワークシステ
ムサポート

カスタムパッケージ選択 インストールするOracle Solarisソフトウェアグループに対
してソフトウェアパッケージの追加や削除を行いますか。

注 –パッケージの追加や削除を行う場合には、ソフト
ウェアの依存関係やOracle Solarisソフトウェアがどのよう
にパッケージ化されているかを知っている必要がありま
す。

ディスクの選択 Oracle Solarisソフトウェアをどのディスクにインストール
しますか。

例: c0t0d0

x86: fdiskによる
パーティション分割

fdiskパーティションの作成、削除、または変更を行いま
すか。

ファイルシステムを配置するディスクには、Oracle Solaris
の fdiskパーティションが必要です。

システムに現在サービスパーティションがある場
合、Oracle Solarisインストールプログラムはデフォルトで
サービスパーティションを保持します。サービス
パーティションを保持しない場合、fdiskパーティション
をカスタマイズする必要があります。サービス
パーティションの保持については、『Oracle Solaris 10 1/13
インストールガイド:インストールとアップグレードの計
画』の「デフォルトのブートディスクパーティションレイ
アウトで保存されるサービスパーティション」を参照して
ください。

fdiskパーティションのカスタマイズのためにディスクを
選択しますか。

はい/いいえ*

fdiskパーティションをカスタマイズしますか。 はい/いいえ*
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表 1–4 インストール用チェックリスト (続き)

インストールに必要な情報 説明/例
答—アスタリスク (*)はデ
フォルトを示します

データの保持 Oracle Solarisソフトウェアをインストールするために選択
したディスク上の既存のデータを保持しますか。

はい/いいえ*

ファイルシステムの自動配置 インストールプログラムに、ディスク上のファイルシステ
ムを自動的に配置させますか。

「はい」の場合は、どのファイルシステムを自動配置しま
すか。

例: /、/opt、/var

「いいえ」の場合は、手作業でファイルシステムを配置す
る必要があります。

注 – Oracle SolarisインストールGUIは、デフォルトで
ファイルシステムを自動配置します。

はい*/いいえ

リモートファイルシステムの
マウント

このシステムからほかのファイルシステムにあるソフト
ウェアにアクセスする必要がありますか。

必要な場合、リモートファイルシステムに関する次の情報
を用意します。

はい/いいえ*

サーバー:

IPアドレス:

リモートファイルシステム:

ローカルマウントポイント:

tipラインを介してインス
トールを行う場合の指示

ウィンドウ表示が横 80桁、縦 24行以上あるか確認しま
す。詳細は、tip(1)を参照してください。

tipウィンドウの現在の大きさを調べるには、sttyコマン
ドを使用します。詳細は、stty(1)のマニュアルページを参
照してください。

Ethernet接続の確認 システムがネットワークに接続されている場合
は、Ethernetコネクタまたはそれに類似したネットワーク
アダプタがシステムに装着されていることを確認します。
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表 1–4 インストール用チェックリスト (続き)

インストールに必要な情報 説明/例
答—アスタリスク (*)はデ
フォルトを示します

計画の章とほかの関連ド
キュメントの確認

■ 計画の章の全体または個々のセクションを、『Oracle
Solaris 10 1/13インストールガイド:インストールと
アップグレードの計画』のパート I「Oracle Solarisのイ
ンストールまたはアップグレードの計画概要」で確認
します。

■ http://www.oracle.com/

technetwork/indexes/documentation/index.html

の『Oracle Solaris 10 8/11ご使用にあたって』やベン
ダーのリリースノートを参照して、使用するソフト
ウェアがOracle Solarisの新しいリリースでサポートさ
れていることを確認します。

■ 『Oracle Solaris 10 8/11 Sunハードウェアプラットホーム
ガイド』を参照して、使用するハードウェアがサ
ポートされていることを確認します。

■ システムに添付されている資料を参照して、使用する
システムやデバイスがOracle Solarisリリースでサ
ポートされていることを確認します。

インストールに関する詳細情報の参照先
Oracle Solaris OSをインストールするための要件と推奨事項の詳細は、次に挙げ
る『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:インストールとアップグレードの計
画』の各セクションを参照してください。このドキュメントには、ファイルシステ
ムの計画のガイドラインやアップグレードの計画など、システム要件と高度な計画
についての情報が含まれています。

表 1–5 インストールに関する参照先

トピック 参照

ネットワークセキュリティーの計画 『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:イン
ストールとアップグレードの計画』の「ネット
ワークセキュリティーの計画」

ディスク容量のガイドラインと推奨事項 『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:イン
ストールとアップグレードの計画』の「ディス
ク容量とスワップ空間の割り当て」

インストールに関する詳細情報の参照先
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表 1–5 インストールに関する参照先 (続き)
トピック 参照

Oracle Solaris OSをアップグレードするための追
加の要件と推奨事項

『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:イン
ストールとアップグレードの計画』の「アップ
グレード計画」

『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:イン
ストールとアップグレードの計画』の「アップ
グレード用のチェックリスト」

インストール時の x86パーティションの操作に
関する情報

『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:イン
ストールとアップグレードの計
画』の「パーティション分割に関する推奨事
項」

ZFSのインストール、GRUBベースの
ブート、Oracle Solarisゾーン区分技術、および
インストール時に作成可能なRAID-1ボ
リュームに関する情報

『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:イン
ストールとアップグレードの計画』の
パート II「ZFS、ブート、Oracle Solaris
ゾーン、およびRAID-1ボリュームに関連する
インストールについて」

インストールプロセス全体のロードマップ 『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:イン
ストールとアップグレードの計画』の「Oracle
Solarisソフトウェアのインストールまたは
アップグレード (タスクマップ)」

インストールに関する詳細情報の参照先
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Oracle Solarisインストールプログラムに
よるUFSファイルシステム用のインス
トール (タスク)

この章では、Oracle Solaris Operating System DVDまたはOracle Solaris SOFTWARE - 1
CDに含まれているOracle Solarisインストールプログラムを使用して、Oracle Solaris
ソフトウェアをインストールまたはアップグレードする方法について説明します。

注 –この章では、UFSルート (/)ファイルシステムのインストール手順について説明
します。ZFSルートプールをインストールする場合は、第 3章「Oracle Solaris対話式
テキストインストーラによる ZFSルートプール用のインストール (計画とタス
ク)」を参照してください。

この章の内容は、次のとおりです。

■ 34ページの「SPARC: Oracle SolarisインストールプログラムによるUFSファイル
システム用のインストールまたはアップグレードの実行」

■ 44ページの「x86: Oracle SolarisインストールプログラムによるUFSファイルシス
テム用のインストールまたはアップグレードの実行」

Oracle Solaris OSにおけるすべての新機能については、『Oracle Solaris 10 1/13の新機
能』を参照してください。

2第 2 章
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インストールまたはアップグレードの事前準備

▼ インストールまたはアップグレードを準備する方
法

必要なメディアを用意してください。

次のオプションのいずれかを選択します。

■ DVDからインストールする場合は、Oracle Solaris Operating System DVD (x86版)を
使用してください。

■ CDメディアからインストールする場合:

次のメディアが必要です。

■ Oracle SolarisソフトウェアCD。
■ Oracle Solaris Languages CD (x86版) –特定の地域の言語をサポートする必要があ
る場合は、インストールプログラムによってこれらのCDを求めるプロンプト
が表示されます。

注 – Oracle Solaris 10 9/10リリース以降では、DVDのみが提供されます。Oracle
SolarisソフトウェアCDは提供されません。

システムのBIOSを調べて、CDまたはDVDメディアからブートできることを確認しま
す。

使用するハードウェアにOracle Solaris OSをインストールするために必要なインス
トール時更新 (ITU)やドライバをすべて入手します。

ITUや追加のドライバが必要かどうかを調べるには、ハードウェアのドキュメント
を参照してください。

システムの最小要件を満たしていることを確認します。

システムの必要条件は次のとおりです。

■ メモリー – 1.5Gバイト以上
■ ディスク容量 - 6.8Gバイト以上
■ プロセッサ速度 - 120 MHz以上。ハードウェアによる浮動小数点サポートが必要
です

システム要件の詳細については、9ページの「システム要件と推奨事項」を参照して
ください。

1

2

3

4
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Oracle Corporation以外で製造されたシステムにOracle Solaris OSをインストールする
場合は、インストールを開始する前に、Oracle Solaris Hardware Compatibility List
(http://www.oracle.com/webfolder/technetwork/hcl/index.html )を確認してくださ
い。

Oracle Solaris OSのインストールに必要な情報を収集します。

■ ネットワークに接続されていないシステムの場合:

必要な情報を次に示します。
■ インストールするシステムのホスト名
■ システムで使用する予定の言語とロケール

■ ネットワークに接続されたシステムの場合は、次の情報を収集します。
■ インストールするシステムのホスト名
■ キーボード配列

注 –キーボードが自己識別型の場合は、インストール時にキー配列が自動的に
構成されます。キーボードが自己識別型でない場合は、インストール時にサ
ポートされているキー配列の一覧から選択できます。

詳細は、『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:ネットワークベースのイ
ンストール』の「keyboardキーワード」を参照してください。

■ システムで使用する予定の言語とロケール
■ ホスト IPアドレス
■ サブネットマスク
■ ネームサービスの種類 (DNS、NIS、NIS+など)
■ ドメイン名

注 –インストール時に、デフォルトのNFSv4ドメイン名を選択できます。ある
いは、カスタムのNFSv4ドメイン名を指定することもできます。

■ ネームサーバーのホスト名
■ ネームサーバーのホスト IPアドレス
■ rootパスワード

5
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SPARC: Oracle SolarisインストールプログラムによるUFS
ファイルシステム用のインストールまたはアップグ
レードの実行

UFSファイルシステムの場合、Oracle Solarisインストールプログラムを使用し
て、Oracle Solaris OSをインストールまたはアップグレードすることができます。こ
のセクションでは、Oracle Solaris OSのインストールに必要なタスクの一覧を示
し、DVDまたはCDメディアからOracle Solaris OSをインストールする方法について
の詳しい手順を説明します。

DVD-ROMまたはCD-ROMドライブが直接接続されていないマシンやドメインに
Oracle Solaris OSをインストールする場合は、別のマシンに接続されている
DVD-ROMまたはCD-ROMドライブを使用できます。手順の詳細は、『Oracle
Solaris 10 1/13インストールガイド:ネットワークベースのインストール』の付録
B「リモートからのインストールまたはアップグレード (タスク)」を参照してくださ
い。

注 – Oracle Solaris 10 9/10リリース以降では、DVDのみが提供されます。Oracle Solaris
ソフトウェアCDは提供されません。

システムに非大域ゾーンが含まれている場合は、アップグレードプログラムまたは
パッチを追加するプログラムとして、Oracle Solarisの機能である Live Upgradeを推奨
します。ほかのアップグレードプログラムでは、膨大なアップグレード時間が必要
となる場合があります。これは、アップグレードの実行に要する時間が、インス
トールされている非大域ゾーンの数に比例して増加するからです。

Oracle Solarisの機能である Live Upgradeを使ったアップグレード方法について
は、『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド: Live Upgradeとアップグレードの計
画』のパート I「Live Upgradeを使ったアップグレード」を参照してください。

▼ SPARC: Oracle Solarisインストールプログラムを使
用してインストールまたはアップグレードする方
法
この手順では、スタンドアロンの SPARCシステムをCDまたはDVDメディアから
UFSファイルシステムのためにインストールする方法について説明します。インス
トールまたはアップグレードを準備する方法の詳細については、32ページの「イン
ストールまたはアップグレードを準備する方法」を参照してください。

Oracle Solaris Operating System DVD (SPARC版)またはOracle Solaris SOFTWARE - 1 CD (SPARC
版)を挿入します。

1
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システムをブートします。

■ 新しく購入したばかりのシステムの場合は、システムの電源を入れます。

■ 稼働中のシステムにインストールを行う場合は、システムをシャットダウンしま
す。

okプロンプトが表示されます。

Oracle Solarisインストールプログラムを起動します。

■ ローカルのDVDまたはCDからブートし、Oracle SolarisインストールGUIをデスク
トップセッションでブートするには、次のコマンドを入力します。
ok boot cdrom

■ ローカルのDVDまたはCDからブートし、テキストインストーラをデスクトップ
セッションでブートするには、次のコマンドを入力します。
ok boot cdrom - text

text テキストインストーラをデスクトップセッションで実行することを指定
します。このオプションは、デフォルトのGUIインストーラを
オーバーライドします。

■ ローカルのDVDまたはCDからブートし、テキストインストーラをコンソール
セッションでブートするには、次のコマンドを入力します。
ok boot cdrom - nowin

nowin テキストインストーラをコンソールセッションで実行することを指定し
ます。このオプションは、デフォルトのGUIインストーラをオーバーラ
イドします。

注 – Oracle Solaris 10 1/13リリース以降では、Oracle SolarisをCD/DVDからインス
トールするときに、テキストインストーラでネットワークベースのインストールを
選択できます。この拡張機能により、Oracle SolarisをCD/DVDからインストールす
るか、ネットワークファイルシステムからインストールするかを選択できます。

Oracle SolarisインストールGUIおよびテキストインストーラの詳細については、
11ページの「Oracle SolarisインストールプログラムのGUIまたはテキストインス
トーラの要件」を参照してください。

オペレーティングシステムが自己識別キーボードを見つけられない場合は、画面に
キーボード配列の選択情報が表示されます。

2
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注 – PS/2キーボードは自己識別型ではありません。インストール時にキー配列を選択
するように求められます。

キーボード配列を一覧表示する画面が表示された場合は、必要なキーボード配列を
選択し、F2キーを押して続行します。
システムでデバイスとインタフェースが構成され、構成ファイルが検索されます。

前の方の手順でGUIインストールを選択した場合は、次の 2つの画面でGUIが機能
しているかどうかを確認します。

前の手順で選択したインストールの種類を確認します。

■ テキストインストールを選択した場合は、言語を選択するよう要求されます。手
順 6に進みます。

■ GUIインストールを選択した場合は、確認画面が表示され、使用しているシステ
ムでインストールが機能するかどうかを確認できます。

a. 最初に表示された確認画面で、Returnキーを押します。
Starting Oracle Solaris Interactive (graphical user interface)

Installation

+------------------------------------------------------------+

| You must respond to the first question within 30 seconds |

| or the installer proceeds in a non-window environment |

| (console mode). |

| |

| If the screen becomes blank or unreadable the installer |

| proceeds in console mode. |

| |

| If the screen does not properly revert to console mode, |

| restart the installation and make the following selection: |

| |

| Oracle Solaris Interactive Text (Console session) |

-------------------------------------------------------------+

グラフィカルユーザーインタフェース (GUI)を表示するのに必要なメモリーが
システムに不足している場合は、プログラムが終了し、エラーメッセージが表
示されます。次の 2つの方法のいずれかで、この問題に対処できます。

■ システムのメモリーをアップグレードし、インストールを再開します。
■ インストールを再開し、GUIインストーラオプションではなくテキストイ
ンストーラオプションを選択します。

4
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b. 次に表示された確認画面で、画面内にカーソルを移動し、Returnキーを押しま
す。

表示される言語の選択肢リストで、インストール時に使用する言語を選択し、Return
キーを押します。

プロンプトが表示されたら、システム構成情報を入力します。

■ すべてのシステム情報が事前構成されている場合は、インストールプログラムは
構成情報の入力を求めません。次の手順に進みます。

詳細は、『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:ネットワークベースのインス
トール』の第 2章「システム構成情報の事前構成 (タスク)」を参照してくださ
い。

■ すべてのシステム情報が事前構成されている場合以外は、インストールプログラ
ムのいくつかの画面で情報の入力が求められます。

インストール用のチェックリストを参照して、構成の質問に答えてください。

a. デフォルトのNFSv4ドメイン名を選択するか、必要に応じてカスタムのNFSv4
ドメイン名を指定します。

b. リモートクライアントによるネットワークサービスの使用を有効にするかどう
かを指定します。

■ ネットワークサービスを有効にするには、デフォルトの回答 (「Yes, Iwould
like to enable network services for use by remote clients」)を選択します。

■ 「いいえ」を選択すると、より高いセキュリティーで保護された構成とな
り、リモートクライアントに提供されるネットワークサービスは Secure
Shellだけになります。
必要に応じて、netservices openコマンドを使用するか、SMFコマンドを使
用して個別にサービスを有効にする方法で、インストール後にネット
ワークサービスを有効にできます。『Oracle Solaris 10 1/13インストールガ

6
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イド:インストールとアップグレードの計画』の「インストール後のセ
キュリティー設定の修正」を参照してください。

これらのオプションについての詳細は、『Oracle Solaris 10 1/13インストールガ
イド:インストールとアップグレードの計画』の「ネットワークセキュリ
ティーの計画」を参照してください。

構成の質問に答え終わると、「ようこそ」画面が表示されます。「次へ」をク
リックします。

「インストーラ・オプション (Installer Questions)」画面が表示されます。

システムのリブートとディスクの取り出しを自動的に行うかどうかを指定しま
す。「次へ」をクリックします。

重要:インストール後に自動登録を無効にする場合は、自動リブートの選択を解除し
てください。

「媒体の指定 (Specify Media)」画面が表示されます。

インストールに使用するメディアを指定します。「次へ」をクリックします。

ライセンスパネルが表示されます。

インストールを続行する場合は、ライセンス条項に同意します。「次へ」をク
リックします。

その後、システムがアップグレード可能かどうかが判定されます。システムを
アップグレードするには、Oracle Solarisルート (/)ファイルシステムがすでに存在し
ている必要があります。Oracle Solarisインストールプログラムは、必要な条件を検出
すると、アップグレードを行います。

「「アップグレード」または「初期」インストールの選択」画面が表示されます。

初期インストールまたはアップグレードのいずれかを選択します。「次へ」をク
リックします。

次の画面では、デフォルトインストールまたはカスタムインストールを選択できま
す。

実行するインストールの種類を選択します。「次へ」をクリックします。

■ 全体ディストリビューションをインストールするには、「デフォルトインス
トール」を選択します。

■ 次のタスクを行うには、「カスタムインストール」を選択します。

■ 特定のソフトウェアグループをインストールする
■ 追加のソフトウェアをインストールする

8
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■ 特定のソフトウェアパッケージをインストールする
■ 特定のロケールをインストールする
■ ディスク配置をカスタマイズする

ソフトウェアグループの詳細については、14ページの「ソフトウェアグループご
との推奨ディスク容量」を参照してください。

注 –テキストインストーラでは、デフォルトインストールかカスタムインストールか
の選択は表示されません。デフォルトインストールを実行するには、テキストイン
ストーラに表示されるデフォルト値をそのまま使用します。カスタムインストール
を実行するには、テキストインストーラの画面で値を編集します。

プロンプトが表示されたら、自動登録情報を入力します。

■ インストールまたはアップグレードの前に sysidcfgファイルで auto_reg

キーワードを使用して自動登録設定を行った場合は、構成に関する質問にすべて
答える一部としてその情報が求められることはありません。

■ sysidcfgファイルに auto_regキーワードを含めなかった場合は、構成に関する質
問にすべて答える一部として自動登録に関する情報を指定するように求められま
す。

注 –インストールまたはアップグレードの最後に自動登録を無効にする場合
は、何も情報を入力せずにこれらの自動登録画面を進めることができます。
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a. サポート資格情報を使って登録する場合はオプションを選択し、匿名でデータ
を送信する場合はオプションの選択を解除します。

次の図は、GUIバージョンの自動登録画面を示しています。テストインス
トーラバージョンでも同じテキストが表示されます。「次へ」をクリックして
続行します。

テキストインストーラ画面では、オプションボックスに移動するときは、矢印
キーを使用します。オプションボックスに印を付けて、サポート資格情報を
使って登録するときは、Returnキーを押します。続けるときは、Esc-2キーを
押します。
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b. 要求されたプロキシ情報と資格情報を指定します。
次の図は、GUIバージョンの自動登録のデータ入力画面を示しています。テキ
ストインストーラバージョンでも同じオプションが表示されます。

サポート情報を使用して登録することを選択した場合は、My Oracle Supportの
ユーザー名とパスワードを指定するように求められます。プロキシサーバーを
使用する場合は、サーバーのホスト名とポート番号、およびプロキシの
ユーザー名とパスワードを指定できます。

匿名で登録することを選択した場合は、この画面ではプロキシ情報だけが求め
られます。

テキストインストーラバージョンの場合、行間を移動するときは、矢印キーを
使用します。サポート資格情報とプロキシエントリ (オプション)を入力しま
す。続けるときは、Esc—2キーを押します。

「インストールの準備完了」画面が表示されます。
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「インストールの準備完了」画面を確認します。

次の図は、GUI画面を示しています。テキストインストール画面にも、同じサマ
リー情報が含まれています。

「インストール開始」をクリックし、指示に従ってOracle Solarisソフトウェアをイン
ストールします。

インストールプログラムによるOracle Solarisソフトウェアのインストールが終了す
ると、システムは自動的にリブートするか、または手動でリブートするように促し
ます。

追加の製品をインストールする場合は、その製品のDVDまたはCDを挿入するよう
に指示が表示されます。インストール手順については、該当するインストールド
キュメントを参照してください。

インストールが終了すると、インストールログがファイルに保存されます。インス
トールログは、/var/sadm/system/logsディレクトリと /var/sadm/install/logs

ディレクトリに作成されます。

■ 初期インストールの場合は、これでインストールが完了します。
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■ Oracle Solarisソフトウェアのアップグレードを行なっている場合は、保持されな
かったローカルな変更があればそれを修正する必要があります。

a. /a/var/sadm/system/data/upgrade_cleanupファイルの内容を確認して、Oracle
Solarisインストールプログラムによって保持されなかったローカルな変更を修
正する必要があるかどうかを判断します。

b. 保持されなかったローカルな変更があれば、修正します。

前に自動リブートの選択を解除した場合は、次の 2つのオプションのいずれかを選
択します。

■ 自動登録を無効にしない場合は、インストールメディアを取り出してから、次に
示すように、手動でシステムをリブートします。
# reboot

■ 自動登録を無効にして、リブート時に構成データをオラクルに送信しない場合
は、手動でシステムをリブートする前に、次の手順を実行します。

a. 次のように端末ウィンドウを開きます。

■ GUIインストールの場合は、右クリックします。

■ テキストインストールの場合は、「!」を押します。

b. コマンド行で、/a/var/tmp/autoreg_configファイルを削除します。
# rm /a/var/tmp/autoreg_config

c. ファイルを保存します。

d. インストールメディアを取り出して、手動でシステムをリブートします。
# reboot

注 –インストール後、Oracle Configuration Manager (OCM)がデフォルトで有効になり
ます。OCMサービスは、次のコマンドを使用して無効にできます。

svcadm disable ocm
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x86: Oracle SolarisインストールプログラムによるUFS
ファイルシステム用のインストールまたはアップグ
レードの実行

Oracle Solarisインストールプログラムを使用すると、x86システムでOracle Solaris OS
のインストールまたはアップグレードを行うことができます。このセクションで
は、Oracle Solaris OSのインストールに必要なタスクの一覧を示し、DVDまたはCD
メディアからOracle Solaris OSをインストールする方法についての詳しい手順を説明
します。

▼ x86: GRUB付きOracle Solarisインストールプログ
ラムを使用してインストールまたはアップグ
レードを行う方法
x86システム用のOracle Solarisインストールプログラムでは、GRUBブート
ローダーが使用されます。この手順では、スタンドアロンのGRUBブート
ローダー付き x86システムをCDまたはDVDメディアからUFSファイルシステム用
にインストールする方法について説明します。GRUBブートローダーの概要につい
ては、『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:インストールとアップグレードの
計画』の第 6章「SPARCおよび x86ベースのブート (概要と計画)」を参照してくださ
い。

注 – DVD-ROMまたはCD-ROMドライブが直接接続されていないマシンやドメイン
にOracle Solaris OSをインストールする場合は、別のマシンに接続されている
DVD-ROMまたはCD-ROMドライブを使用できます。手順の詳細は、『Oracle
Solaris 10 1/13インストールガイド:ネットワークベースのインストール』の付録
B「リモートからのインストールまたはアップグレード (タスク)」を参照してくださ
い。

インストールまたはアップグレードを準備する方法の詳細については、32ページ
の「インストールまたはアップグレードを準備する方法」を参照してください。

適切なメディアをシステムに挿入します。

Oracle Solaris Operating System DVDまたはOracle Solaris SOFTWARE - 1 CDからブート
する場合は、そのディスクを挿入します。この場合、システムの BIOSがDVDまた
はCDからのブートをサポートしている必要があります。
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注 – Oracle Solaris 10 1/13リリース以降では、Oracle SolarisをCD/DVDからインス
トールするときに、テキストインストーラでネットワークベースのインストールを
選択できます。この拡張機能により、Oracle SolarisをCD/DVDからインストールす
るか、ネットワークファイルシステムからインストールするかを選択できます。

DVDまたはCDからブートするように BIOSを手動で設定する必要が生じることもあ
ります。BIOSの設定方法については、ハードウェアのドキュメントを参照してくだ
さい。

システムをシャットダウンして電源を切り、再び電源を入れてシステムをブートし
ます。

CDまたはDVDからブートするようにBIOSを手動で設定する必要がある場合は、シス
テムのブート処理を中断する適切なキーシーケンスを入力します。

BIOSでブート優先順位を変更し、BIOSを終了してインストールプログラムに戻りま
す。

メモリーテストとハードウェア検出が実行されます。画面がリフレッシュされま
す。GRUBメニューが表示されます。
GNU GRUB version 0.95 (631K lower / 2095488K upper memory)

+-------------------------------------------------------------------------+

| Oracle Solaris |

| Oracle Solaris Serial Console ttya |

| Oracle Solaris Serial Console ttyb (for lx50, v60x and v65x) |

| |

| |

+-------------------------------------------------------------------------+

Use the ^ and v keys to select which entry is highlighted.

Press enter to boot the selected OS, ’e’ to edit the

commands before booting, or ’c’ for a command-line.

適切なインストールオプションを選択します。

■ 現在のシステムにCDまたはDVDからOracle Solaris OSをインストールする場合
は、「Oracle Solaris」を選択して Enterキーを押します。
デフォルト値を使用してシステムをインストールする場合は、このオプションを
選択します。

■ Oracle Solaris OSをインストールし、画面出力をシリアルポートCOM1に接続され
たデバイスに送信する場合は、「Oracle Solaris Serial Console ttya」を選択します。

■ Oracle Solaris OSをインストールし、画面出力をシリアルポートCOM2に接続され
たデバイスに送信する場合は、「Oracle Solaris Serial Console ttyb」を選択します。
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■ 特定のブート引数でOracle Solaris OSをインストールしてインストール時にシステ
ム構成をカスタマイズする場合は、次の手順に従います。

a. GRUBメニューで、編集するインストールオプションを選択してから、e
キーを押します。

GRUBメニューに、次のようなブートコマンドが表示されます。
kernel /boot/multiboot kernel/unix -B install_media=cdrom

module /boot/x86.miniroot

b. 矢印キーを使用して編集するブートエントリを選択してから、eキーを押しま
す。

編集するブートコマンドが、GRUB編集ウィンドウに表示されます。

c. 使用するブート引数またはオプションを入力して、ブートコマンドを編集しま
す。

GRUB編集メニューでは、次のコマンド構文を使用します。
grub edit>kernel /boot/multiboot kernel/unix/ \

install [url|ask] -B options install_media=media_type

grub edit>kernel$ /boot/platform/i86pc/$ISADIR/kernel/unix/ \

install [url|ask] -B options install_media=media_type

ブート引数およびコマンド構文については、『Oracle Solaris 10 1/13インス
トールガイド:ネットワークベースのインストール』の第 9章「ネットワーク
からのインストール (コマンドリファレンス)」を参照してください。

d. 編集した内容を保存してGRUBメニューに戻るには、Enterキーを押します。
GRUBメニューが表示されます。ブートコマンドに行なった編集が表示されま
す。

編集した内容を保存せずにGRUBメニューに戻るには、Escapeキーを押しま
す。

e. インストールを開始するには、GRUBメニューに bと入力します。

デフォルトのブートディスクが、システムのインストールまたはアップグレードに
必要な条件を満たしているかどうかが検査されます。Oracle Solarisインストールがシ
ステム構成を検出できない場合は、不足している情報の入力を求めるプロンプトが
表示されます。

検査が完了すると、インストールの選択画面が表示されます。
Select the type of installation you want to perform:

1 Oracle Solaris Interactive

2 Custom JumpStart

3 Oracle Solaris Interactive Text (Desktop session)

4 Oracle Solaris Interactive Text (Console session)
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(Select option 3 or 4 to install a ZFS root file system)

5 Apply driver updates

6 Single user shell

Enter the number of your choice.

(省略可能)ドライバを更新するか、インストール時更新 (ITU)をインストールする必
要がある場合は、更新するためのメディアを挿入して 5を入力し、Enterキーを押し
ます。

使用しているシステムでOracle Solaris OSを実行できるようにするために、ドライバ
の更新または ITUのインストールが必要になる場合があります。ドライバの更新ま
たは ITUのインストールを行う手順に従ってください。

(省略可能)システム管理タスクを実行する必要がある場合は、6を入力してか
ら、Enterキーを押します。
インストールする前にシステム管理タスクを実行する必要がある場合には、シング
ルユーザーシェルを起動します。インストールする前に実行できるシステム管理タ
スクについては、『Oracle Solarisの管理:基本管理』を参照してください。

インストールの種類を選択します。

■ Oracle Solarisの対話式インストールGUIを使ってインストールするには、1と入力
してから Enterキーを押します。

■ 自動的なカスタム JumpStartインストールを実行するには、2と入力してから
Enterキーを押します。
JumpStartインストールについては、『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:
JumpStartインストール』を参照してください。

■ デスクトップセッションで対話式テキストインストーラを使ってインストールす
るには、3と入力してから Enterキーを押します。プロンプトに b - textと入力す
ることもできます。

このインストールの種類を選択すると、デフォルトのGUIインストーラを
オーバーライドしてテキストインストーラを実行します。

Oracle SolarisインストールGUIおよびテキストインストーラの詳細は、9ページ
の「システム要件と推奨事項」を参照してください。

■ コンソールセッションで対話式テキストインストーラを使ってインストールする
には、4と入力してから Enterキーを押します。プロンプトで b - nowinと入力す
ることもできます。

このインストールの種類を選択すると、デフォルトのGUIインストーラを
オーバーライドしてテキストインストーラを実行します。
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システムでデバイスとインタフェースが構成され、構成ファイルが検索されま
す。オペレーティングシステムが自己識別キーボードを見つけられない場合
は、画面にキーボード配列の選択情報が表示されます。システムが自己識別
キーボードを見つけた場合は、手順 11に進んでください。

キーボード配列を一覧表示する画面が表示された場合は、必要なキーボード配列を
選択し、F2キーを押して続行します。
システムでデバイスとインタフェースが構成され、構成ファイルが検索されます。

前の方の手順でGUIインストールを選択した場合は、次の 2つの画面でGUIが機能
しているかどうかを確認します。

(省略可能)次の画面で、Enterキーを押します。
Starting Oracle Solaris Interactive (graphical user interface)

Installation

+------------------------------------------------------------+

| You must respond to the first question within 30 seconds |

| or the installer proceeds in a non-window environment |

| (console mode). |

| |

| If the screen becomes blank or unreadable the installer |

For a GUI install, right-click.| proceeds in console mode. |

| |

| If the screen does not properly revert to console mode, |

| restart the installation and make the following selection: |

| |

| Oracle Solaris Interactive Text (Console session) |

-------------------------------------------------------------+

注 –システムに十分なメモリーがない場合は、プログラムが終了し、エ
ラーメッセージが表示されます。メモリーをアップグレードして、インストールを
再開できます。

インストールに必要なメモリーが不足している場合、別の方法として、インス
トールを再開し、GUIインストーラオプションではなくテキストインストーラオプ
ションを選択します。

進捗メッセージが完了すると、別の確認画面が表示されます。
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(省略可能)次のテキスト画面内にカーソルを移動して、Enterキーを押します。

言語の選択肢の一覧が表示されます。

インストール時に使用する言語を選択し、Enterキーを押します。

構成に関する残りの質問が表示される場合は、それらに答えます。

■ すべてのシステム情報が事前構成されている場合は、構成情報の入力は求められ
ません。詳細は、『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:ネットワークベース
のインストール』の第 2章「システム構成情報の事前構成 (タスク)」を参照して
ください。

■ すべてのシステム情報が事前構成されている場合以外は、インストールプログラ
ムのいくつかの画面で情報の入力が求められます。16ページの「インストール用
のチェックリスト」を参照して、構成の質問に答えてください。

■ 構成の質問の 1つで、リモートクライアントによるネットワークサービスの使用
を有効にするかどうかを尋ねられます。デフォルトの回答は「はい、ネット
ワークサービスを有効にして、リモートクライアントで使用できるようにしま
す。」です。

「いいえ」を選択すると、より高いセキュリティーで保護された構成となり、リ
モートクライアントに提供されるネットワークサービスは Secure Shellだけになり
ます。「はい」を選択すると、Oracle Solarisの以前のリリースと同様に、より多
くのサービスが有効になります。インストール後に任意のサービスを有効にでき
るため、「いいえ」を選択しても問題ありません。これらのオプションについて
の詳細は、『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:インストールとアップグ
レードの計画』の「ネットワークセキュリティーの計画」を参照してください。

ネットワークサービスは、netservices openコマンドを使用するか、SMFコマン
ドを使用して個別にサービスを有効にする方法で、インストール後に有効にする
ことができます。『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:インストールと
アップグレードの計画』の「インストール後のセキュリティー設定の修正」を参
照してください。

構成の質問に答え終わると、「ようこそ」画面が表示されます。
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「ようこそ」画面の「次へ (Next)」をクリックします。
「インストーラ・オプション (Installer Questions)」画面が表示されます。

システムのリブートとディスクの取り出しを自動的に行うかどうかを指定しま
す。「次へ」をクリックします。

重要:インストール後に自動登録を無効にする場合は、自動リブートの選択を解除し
てください。

「媒体の指定 (Specify Media)」画面が表示されます。

インストールに使用するメディアを指定します。「次へ」をクリックします。

ライセンス画面が表示されます。

インストールを続行する場合は、ライセンス条項に同意します。「次へ」をク
リックします。

その後、システムがアップグレード可能かどうかが判定されます。システムを
アップグレードするには、Oracle Solarisルート (/)ファイルシステムがすでに存在し
ている必要があります。Oracle Solarisインストールプログラムは、必要な条件を検出
すると、アップグレードを行います。

「「アップグレード」または「初期」インストールの選択」画面が表示されます。

初期インストールまたはアップグレードのいずれかを選択します。「次へ」をク
リックします。

注 –インストールを開始する前に診断・サービスパーティションをシステムに復元す
ると、Oracle Solaris OSにアップグレードできなくなることがあります。詳細
は、『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド: Live Upgradeとアップグレードの計
画』の「既存のサービスパーティションが存在しないシステムでは、デフォルトで
サービスパーティションが作成されない」を参照してください。

次の画面では、デフォルトインストールまたはカスタムインストールを選択できま
す。

実行するインストールの種類を選択します。「次へ」をクリックします。

■ 全体ディストリビューションをインストールするには、「デフォルトインス
トール」を選択します。

■ 次のタスクを行うには、「カスタムインストール」を選択します。

■ 特定のソフトウェアグループをインストールする
■ 追加のソフトウェアをインストールする
■ 特定のソフトウェアパッケージをインストールする

13
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■ 特定のロケールをインストールする
■ ディスク配置をカスタマイズする

ソフトウェアグループの詳細については、14ページの「ソフトウェアグループごと
の推奨ディスク容量」を参照してください。fdiskパーティションのカスタマイズに
ついては、『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:インストールとアップグ
レードの計画』の「パーティション分割に関する推奨事項」を参照してください。

注 –テキストインストーラでは、デフォルトインストールかカスタムインストールか
の選択は表示されません。デフォルトインストールを実行するには、テキストイン
ストーラに表示されるデフォルト値をそのまま使用します。カスタムインストール
を実行するには、テキストインストーラの画面で値を編集します。

プロンプトが表示されたら、自動登録情報を入力します。

インストールまたはアップグレードの前に sysidcfgファイルで auto_regキーワード
を使用して自動登録設定を行った場合は、構成に関する質問にすべて答える一部と
してその情報が求められることはありません。

■ sysidcfgファイルに auto_regキーワードを含めなかった場合は、構成に関する質
問にすべて答える一部として自動登録に関する情報を指定するように求められま
す。

注 –インストールまたはアップグレードの最後に自動登録を無効にする場合
は、何も情報を入力せずにこれらの自動登録画面を進めることができます。
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a. サポート資格情報を使って登録する場合はオプションを選択し、匿名でデータ
を送信する場合はオプションの選択を解除します。「次へ」をクリックして続
行します。

次の図は、GUIバージョンの自動登録画面を示しています。テキストインス
トーラバージョンでも同じテキストが表示されます。

テキストインストーラ画面では、オプションボックスに移動するときは、矢印
キーを使用します。オプションボックスに印を付けて、サポート資格情報を
使って登録するときは、Returnキーを押します。続けるときは、Esc-2キーを
押します。
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b. 要求されたプロキシ情報と資格情報を指定します。
次の図は、GUIバージョンの自動登録のデータ入力画面を示しています。テキ
ストインストーラバージョンでも同じオプションが表示されます。

サポート情報を使用して登録することを選択した場合は、My Oracle Supportの
ユーザー名とパスワードを指定するように求められます。プロキシサーバーを
使用する場合は、サーバーのホスト名とポート番号、およびプロキシの
ユーザー名とパスワードを指定できます。

匿名で登録することを選択した場合は、この画面ではプロキシ情報だけが求め
られます。

行間を移動するときは、矢印キーを使用します。サポート資格情報とプロキシ
エントリ (オプション)を入力します。続けるときは、Esc-2キーを押します。

「インストールの準備完了」画面が表示されます。
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「インストールの準備完了」画面を確認します。

次の図は、GUI画面を示しています。テキストバージョンのこの画面にも、同じ情
報が含まれています。

「インストール開始」をクリックし、指示に従ってOracle Solarisソフトウェアをイン
ストールします。

インストールプログラムによるOracle Solarisソフトウェアのインストールが終了す
ると、システムは自動的にリブートするか、または手動でリブートするように促し
ます。

インストールが終了すると、インストールログがファイルに保存されます。インス
トールログは、/var/sadm/system/logsディレクトリと /var/sadm/install/logs

ディレクトリに作成されます。

■ 初期インストールの場合は、これでインストールが完了します。自動リブートの
選択を解除した場合は、続けて手順 22に進みます。
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■ Oracle Solarisソフトウェアのアップグレードを行なっている場合は、保持されな
かったローカルな変更があればそれを修正する必要があります。

a. /a/var/sadm/system/data/upgrade_cleanup ファイルの内容を確認して、Oracle
Solarisインストールプログラムによって保持されなかったローカルな変更を修
正する必要があるかどうかを判断します。

b. 保持されなかったローカルな変更があれば、修正します。

前に自動リブートの選択を解除した場合は、次の 2つのオプションのいずれかを選
択します。

■ 自動登録を無効にしない場合は、インストールメディアを取り出してから、次に
示すように、手動でシステムをリブートします。
# reboot

■ 自動登録を無効にして、リブート時に構成データをオラクルに送信しない場合
は、手動でシステムをリブートする前に、次の手順を実行します。

注意 –システムが自動的にリブートする場合は、次の手順に従って自動登録を無
効にすることはできません。代わりに、自動リブート後に、Oracle Configuration
Manager (OCM)を使用して自動登録を無効にできます。『Oracle Solarisの管理:基
本管理』の第 17章「Oracle Configuration Managerの操作」を参照してください

a. 次のように端末ウィンドウを開きます。

■ GUIインストールの場合は、右クリックします。

■ テキストインストールの場合は、「!」を押します。

b. コマンド行で、/a/var/tmp/autoreg_configファイルを削除します。
# rm /a/var/tmp/autoreg_config

c. ファイルを保存します。

d. インストールメディアを取り出して、手動でシステムをリブートします。
# reboot

システムをリブートすると、GRUBメニューに、新しくインストールした
Oracle Solaris OSなどのインストールされているオペレーティングシステムの
一覧が表示されます。
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e. ブートするオペレーティングシステムを選択します。
新たに選択を行わなかった場合は、デフォルトの選択が読み込まれます。

次の手順

使用するマシンに複数のオペレーティングシステムをインストールする場
合、ブートするためには、それらのオペレーティングシステムをGRUBブート
ローダーに認識させる必要があります。詳細は、『Oracle Solarisの管理:基本管
理』の「ブート時にGRUBメニューを編集してブート動作を変更する」を参照して
ください。

参考
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Oracle Solaris対話式テキストインス
トーラによる ZFSルートプール用のイン
ストール (計画とタスク)

この章では、Oracle Solaris Operating System DVDまたはOracle Solaris SOFTWARE - 1
CDに入っているOracle Solaris対話式インストールプログラムを使用して、ZFS
ルートプールの初期インストールを実行する方法について説明します。

この章の内容は、次のとおりです。

■ 57ページの「ZFSルートプールのインストール (計画)」
■ 58ページの「Oracle Solaris対話式テキストインストーラによる ZFS用の初期イン
ストールの実行」

ZFSルートプールのインストール (計画)
Oracle Solaris対話式テキストインストーラを使用して初期インストールを実行
し、ブート可能な ZFSルートプールを含む ZFSストレージプールを作成できま
す。標準のGUIインストールプログラムを使用して ZFSルートプールをインス
トールすることはできません。

Solaris対話式テキストインストール処理は、Oracle Solarisの以前のリリースと同様で
す。UFSルート (/)ファイルシステムと ZFSルートプールのどちらをインストールす
るかを選択できる点が異なります。このリリースでも、デフォルトのファイルシス
テムはUFSです。ZFSストレージプールを作成してインストールするには、ZFSオプ
ションを選択する必要があります。

システム上に ZFSストレージプールがすでに存在する場合、それらは既存のプール
のディスクを選択して新しいストレージプールを作成する場合以外は変更されませ
ん。既存の ZFSストレージプールを ZFSルートファイルシステムとして使用するに
は、Oracle Solarisの機能である Live Upgradeを使用して、既存のUFSルート (/)
ファイルシステムを ZFSルートプールに移行する必要があります。Live Upgradeに
は、ZFSルートプールをアップグレードする手段も用意されています。詳細
は、『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド: Live Upgradeとアップグレードの計
画』の第 10章「Live Upgradeと ZFS (概要)」を参照してください。
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初期インストールを開始して ZFSストレージプールを作成する前に、『Oracle
Solaris 10 1/13インストールガイド:インストールとアップグレードの計画』の第 5
章「ZFSルートファイルシステムのインストール計画」を参照してください。

注 – SPARCおよび x86のどちらのシステムでも、ZFSルートファイルシステムのイン
ストールには少なくとも 1.5Gバイト以上のメモリーが必要です。

Oracle Solaris対話式テキストインストーラによるZFS用
の初期インストールの実行

この手順では、スタンドアロンの SPARCシステムをCDまたはDVDメディアからイ
ンストールする方法について説明します。

▼ SPARC: ZFSルートプールをインストールする方法
DVD-ROMまたはCD-ROMドライブが直接接続されていないマシンまたはドメイン
にOracle Solaris OSをインストールする場合は、ほかのマシンに接続されているドラ
イブを使用できます。手順の詳細は、『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:
ネットワークベースのインストール』の付録 B「リモートからのインストールまたは
アップグレード (タスク)」を参照してください。

必要なメディアを用意してください。

■ DVDでインストールする場合は、Oracle Solaris Operating System DVD (SPARC版)
が必要です。

■ CDインストールの場合は、次のメディアが必要です。
■ Oracle SolarisソフトウェアCD。
■ Oracle Solaris Languages CD (SPARC版) –特定の地域の言語をサポートする必要
がある場合は、インストールプログラムによってこれらのCDを求めるプロン
プトが表示されます。

注 – Oracle Solaris 10 8/11以降のリリースでは、DVDのみが提供されま
す。Oracle SolarisソフトウェアCDは提供されません。

既存のデータやアプリケーションを保持するには、システムのバックアップをとり
ます。ZFSルートプールのバックアップについては、『Oracle Solaris ZFS管理ガイ
ド』の「ZFSルートプールまたはルートプールのスナップショットを回復する」を参
照してください。

始める前に
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Oracle Solaris Operating System DVD (SPARC版)またはOracle Solaris SOFTWARE - 1 CD (SPARC
版)を挿入します。

システムをブートします。

■ 新しく購入したばかりのシステムの場合は、システムの電源を入れます。

■ 稼働中のシステムのインストールを行う場合は、システムをシャットダウンしま
す。

okプロンプトが表示されます。

ローカルのDVDまたはCDからブートし、Oracle Solaris対話式テキストインストーラ
を起動するには、次のコマンドを入力します。
ok boot cdrom - text

text テキストインストーラをデスクトップセッションで実行することを指定しま
す。このオプションは、デフォルトのGUIインストーラをオーバーライド
します。

インストールGUIを実行して ZFSルートプールをインストールすることはできませ
ん。オペレーティングシステムが自己識別キーボードを見つけられない場合は、画
面にキーボード配列の選択情報が表示されます。

注 – PS/2キーボードは自己識別型ではありません。インストール時にキー配列を選択
するように求められます。

キーボード配列を一覧表示する画面が表示された場合は、必要なキーボード配列を
次の画面から選択し、F2キーを押して続行します。
システムでデバイスとインタフェースが構成され、構成ファイルが検索されま
す。言語の選択肢の一覧が表示される場合があります。この画面が表示されない場
合は、手順 6に進んでください。

言語の選択を求める画面が表示された場合は、インストール時に使用する言語を選
択し、F2キーを押します。
Select a Language

+---------------------------------------------------------------------------+

| Please specify the the language from the list below. |

| |

| To make a selection, use the arrow keys to highlight the option and |

| press Return to mark it [X]. |

| |

| [ ] English |

| [ ] French |

| [ ] German |

| [ ] Italian |

| [ ] Japanese |

1
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| [ ] Korean |

| [ ] Simplified Chinese |

| [ ] Spanish |

| [ ] Swedish |

| [ ] Traditional Chinese |

| [ ] UK-English |

| |

| F2_Continue F6_Help |

+---------------------------------------------------------------------------+

F2キーを押して表示します。
Oracle Solarisのインストール画面が表示されます。

プロンプトが表示されたら、システム構成情報を入力します。

■ すべてのシステム情報が事前構成されている場合は、構成情報の入力は求められ
ません。

詳細は、『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:ネットワークベースのインス
トール』の第 2章「システム構成情報の事前構成 (タスク)」を参照してくださ
い。

■ すべてのシステム情報が事前構成されている場合以外は、インストールプログラ
ムのいくつかの画面で情報の入力が求められます。

16ページの「インストール用のチェックリスト」を参照して、構成の質問に答え
てください。

プロンプトが表示されたら、リモートクライアントによるネットワークサービスの
使用を有効にするかどうかを指定します。

■ ネットワークサービスを有効にするには、デフォルトの回答 (「Yes, I would like to
enable network services for use by remote clients」)を選択します。

■ 「いいえ」を選択すると、より高いセキュリティーで保護された構成となり、リ
モートクライアントに提供されるネットワークサービスは Secure Shellだけになり
ます。

必要に応じて、netservices openコマンドを使用するか、SMFコマンドを使用し
て個別にサービスを有効にする方法で、インストール後にネットワークサービス
を有効にできます。『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:インストールと
アップグレードの計画』の「インストール後のセキュリティー設定の修正」を参
照してください。

構成の質問に答え、ルートパスワードを設定すると、Oracle Solarisの対話式インス
トール画面が表示されます。
Oracle Solaris Interactive Installation

+----------------------------------------------------------------------------+

|On the following screens, you can accept the defaults or you can customize |

6
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| how Solaris software will be installed by: |

| |

| - Selecting the type of Solaris software to install |

| - Selecting disks to hold the software you’ve selected |

| - Selecting unbundled products to be installed with Solaris |

| - Specifying how file systems are laid out on the disks |

| |

|After completing these tasks, a summary of your selections |

|(called a profile) will be displayed. |

| |

|There are two ways to install your Solaris software: |

| |

| - ’Standard’ installs your system from a standard Oracle Solaris |

| Distribution. Selecting ’standard’ allows you to choose between |

| initial install and upgrade, if your system is upgradeable. |

| |

| - ’Flash’ installs your system from one or more Flash Archives. |

| |

| F2_Standard F4_Flash F5_Exit F6_Help |

+----------------------------------------------------------------------------+

これらのオプションについての詳細は、『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:
インストールとアップグレードの計画』の「ネットワークセキュリティーの計
画」を参照してください。

インストール方法を選択します。

■ ZFSフラッシュアーカイブをインストールするには、F4キーを押します。
ZFSフラッシュアーカイブをインストールするステップごとの手順について
は、『Oracle Solaris ZFS管理ガイド』を参照してください。

■ ZFSルートファイルシステムの初期インストールを実行するには、F2キーを押し
ます。

システムのリブートとディスクの取り出しを自動的に行うかどうかを指定しま
す。F2キーを押します。

注 –インストール後とリブート前の自動登録を無効にする場合は、自動リブートの選
択を解除します。

システム上に ZFSストレージプールがすでに存在する場合、それらは次の
メッセージで認識されますが、既存のプールのディスクを選択して新しいスト
レージプールを作成する場合以外は変更されません。

There are existing ZFS pools available on this system.

However, they can only be upgraded using the Live Upgrade tools.

The following screens will only allow you to install a ZFS root system,

not upgrade one.

9
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ZFSストレージプールがシステム上にすでに存在するというメッセージが表示された
ら、F2キーを押して続行します。

ライセンス画面が表示されます。

インストールを続行する場合は、ライセンス条項に同意します。F2キーを押しま
す。

「「アップグレード」または「初期」インストールの選択」画面が表示される場合
があります。アップグレード可能なUFSファイルシステムがある場合は、この画面
が表示されます。この画面が表示されない場合は、手順 13に進んでください。

ZFSのインストールを実行するには、F4キーを押して初期インストールを行います。
地域、ロケール、および追加の製品を選択する画面が表示されます。

地域、ロケール、および追加の製品を選択します。

「ファイルシステムの種類の選択」画面が表示されます。

ZFSルートプールを作成するには、ZFSオプションを選択し、F2キーを押します。
Choose a Filesystem Type

+---------------------------------------------------------------------------+

| Select the filesystem to use for your Oracle Solaris installation |

| |

| [ ] UFS |

| [X] ZFS |

| |

| F2_Continue F6_Help |

+---------------------------------------------------------------------------+

「ソフトウェアの選択」画面が表示されます。

実行するインストールの種類を選択します。F2キーを押します。
デフォルトインストールを実行するには、表示されるデフォルト値をそのまま使用
します。カスタムインストールを実行するには、テキストインストーラの画面で値
を編集します。この例では、デフォルトの「全体ディストリビューション」のイン
ストールが選択されています。

ソフトウェアグループの詳細については、14ページの「ソフトウェアグループごと
の推奨ディスク容量」を参照してください。
Select Software

+---------------------------------------------------------------------------+

|Select the Solaris software to install on the system |

| |

|Note: After selecting a software group, you can add or remove |

|software by customizing it. However this requires understanding of |

|software dependencies and how Solaris software is packaged. |

| |

| [ ] Entire Distribution plus OEM support ......8575.00 MB |

| [X] Entire Distribution........................8529.00 MB |
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| [ ] Developer System Support...................8336.00 MB |

| [ ] End User System Support....................7074.00 MB |

| [ ] Core System Support........................3093.00 MB |

| [ ] Reduced Networking Core System Support.....3035.00 MB |

| |

| F2_Continue F6_Help |

+---------------------------------------------------------------------------+

「ディスクの選択」画面が表示されます。

インストールするソフトウェアを選択したあと、ZFSストレージプールを作成するた
めのディスクの選択を求めるプロンプトが表示されます。この画面は以前のOracle
Solarisリリースと同様ですが、次のテキストが異なります。

For ZFS, multiple disks will be configured as mirrors, so the disk you choose,

or the slice within the disk must exceed the Suggested Minimum value.

ZFSルートプールに使用するディスクとして、1つまたは複数を選択します。
次の情報に注意してください。

■ 単一のディスクを選択した場合、あとでミラー化構成にするには、Managing
Devices in ZFS Storage Pools『Oracle Solaris ZFS管理ガイド』の「ZFSストレージ
プール内のデバイスを管理する」コマンドを参照してください。

■ 2つのディスクを選択すると、ルートプールには 2ディスク構成が設定されま
す。2ディスクまたは 3ディスクのミラー化プールが最適です。

■ 8つのディスクがある場合に 8つのディスクすべてを選択すると、ルートプール
では 8つのディスクが単一の大規模なミラーとして使用されます。これは最適な
構成ではありません。

ルートプールではRAID-Zプール構成はサポートされていません。ZFSストレージ
プールの構成方法の詳細については、『Oracle Solaris ZFS管理ガイド』の「ZFSスト
レージプールの複製機能」を参照してください。

Select Disks

+---------------------------------------------------------------------------+

|On this screen you must select the disks for installing Solaris |

|software. Start by looking at the Suggested Minimum Field; |

|this value is the approximate space needed to install the software |

|you’ve selected. For ZFS, multiple disks will be configured as mirrors, |

|so the disk you choose on the slice within the disk must exceed |

|the Suggested Minimum Value. |

| |

| Note: ** denotes the current boot disk |

| |

|Disk Device Available Space |

|========================================================================== |

| |

|[X]** c0t0d0 69994 MB (F4 to edit) |

|[X] c0t1d0 69994 MB |

|[-] c0t2d0 0 MB |

|[-] c0t3d0 0 MB |
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| |

| Maximum Root Size: 69994 MB |

| Suggested Minimum: 8529 MB |

| |

| F2_Continue F3_Go Back F4_Edit F5_Exit F6_Help |

+---------------------------------------------------------------------------+

「データの保存」画面が表示されます。

(オプション)ソフトウェアをインストールするために選択したディスク上のデータを
保存します。

インストール用に選択したディスクに、ファイルシステムや命名されていないスラ
イスが存在する場合、必要であればこの時点でそれらを保存できます。
Preserve Data?

+---------------------------------------------------------------------------+

|Do you want to preserve existing data? At least one of the disks you’ve |

|selected for installing Solaris software has file systems or unnamed slices|

|that you may want to save |

| |

| F2_Continue F4_Preserve F6_Help |

+---------------------------------------------------------------------------+

データを保存する場合は F4キーを押すと、データを保存するための画面が表示され
ます。

(オプション)保存するデータを選択します。
ZFSルートをファイルシステムとして管理するには、スライス内のディスク全体のサ
イズを指定します。たとえば、スライス 0のサイズを指定します。同じディスク上
で異なるルートファイルシステムを共有している場合は、管理が難しいことがあり
ます。

ルートファイルシステムとしてインストールされるディスクからデータをコピーす
るには、インストーラを終了し、このディスク上に保持するデータのバックアップ
を取ってから、インストーラを再起動します。
# install-solaris

ZFS設定を構成するための画面が表示されます。

デフォルト値をそのまま使用するか、それらを変更します。

ZFSプールの名前、データセット名、プールサイズ、スワップ、およびダンプを変更
できます。また、/varファイルシステムの作成およびマウントの方法を変更するこ
ともできます。
Configure ZFS Settings

+-------------------------------------------------------------------------- -+

|Specify the name of the pool to be created from the disk(s) you have chosen.|

|Also specify the name of the dataset to be created within the pool that is |

|to be used as the root directory for the filesystem. |

| |

| |

| ZFS Pool Name: rpool |
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| ZFS Root Dataset Name: s10zfsBE |

| ZFS Pool Size in (MB): 69995 |

| Size of swap area in (MB): 2048 |

| Size of dump area in (MB): 1024 |

| (Pool size must be between 6481 MB and 69995 MB) |

| |

| [X] Keep / and /var combined |

| [ ] Put /var on a separate dataset |

| |

| F2_Continue F3_Go Back F5_Exit F6_Help |

+------------------------------------------------------------------------- --+

リモートファイルシステムをマウントするための画面が表示されます。

リモートファイルシステムをマウントするかどうかを指定します。
Mount Remote File System

+-------------------------------------------------------------------------- -+

|Do you want to mount a software from a remote file server? This may |

|be necessary if you had to remove software because of disk space problems. |

| |

| |

| F2_Continue F6_Help |

+------------------------------------------------------------------------- --+

プロンプトが表示されたら、自動登録情報を入力します。

■ インストールまたはアップグレードの前に sysidcfgファイルで auto_reg

キーワードを使用して自動登録設定を行った場合は、構成に関する質問にすべて
答える一部としてその情報が求められることはありません。

auto_regキーワードの使用方法については、『Oracle Solaris 10 1/13インストール
ガイド:ネットワークベースのインストール』の「auto_regキーワード」を参照し
てください。

■ sysidcfgファイルに auto_regキーワードを含めなかった場合は、構成に関する質
問にすべて答える一部として自動登録に関する情報を指定するように求められま
す。

注 –インストールまたはアップグレードの最後に自動登録を無効にする場合
は、何も情報を入力せずにこれらの自動登録画面を進めることができます。
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a. サポート資格情報を使って登録する場合はオプションを選択し、匿名でデータ
を送信する場合はオプションの選択を解除します。

オプションボックスに移動するときは、矢印キーを使用します。オプション
ボックスに印を付けて、サポート資格情報を使って登録するときは、Return
キーを押します。続けるときは、Esc–2キーを押します。

b. 要求されたプロキシ情報と資格情報を指定します。
サポート情報を使って登録することを選択した場合は、My Oracle Supportの
ユーザー名とパスワードを指定するように求められます。プロキシサーバーを
使用する場合は、サーバーのホスト名とポート番号、およびプロキシの
ユーザー名とパスワードを指定できます。
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匿名で登録することを選択した場合は、この画面ではプロキシ情報だけが求め
られます。

行間を移動するときは、矢印キーを使用します。サポート資格情報とプロキシ
エントリ (オプション)を入力します。続けるときは、Esc–2キーを押します。

「プロファイル」画面が表示されます。

「プロファイル」画面で、インストールに選択した内容を確認します。

必要に応じてインストールプロファイルを変更できます。次の例は、最後のインス
トールプロファイル画面です。
Profile

+-------------------------------------------------------------------------- -+

|The information shown below is your profile for installing Solaris software.|

|It reflects the choices you’ve made on previous screens. |

| |

|============================================================================|

| |

| Installation Option: Initial |

| Boot Device: c0t0d0 |

| Root File System Type: ZFS |

| Client Services: None |

| System Locale: C ( C ) |

| |

| Software: Solaris 10, Entire Distribution |

| Pool Name: rpool |

| Boot Environment Name: s10zfsBE |

| Pool Size: 69995 MB |

| Devices in Pool: c0t0d0 |
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| c0t1d0 |

| |

| F2_Begin Installation F4_Change F5_Exit F6_Help |

+------------------------------------------------------------------------- --+

Oracle Solarisソフトウェアをインストールするには、F2キーを押し、指示に従いま
す。

Oracle Solaris対話式テキストプログラムによるOracle Solarisソフトウェアのインス
トールが終了すると、システムは自動的にリブートするか、または手動でリブート
するように促します。

追加の製品をインストールする場合は、その製品のDVDまたはCDを挿入するよう
に指示が表示されます。インストール手順については、該当するインストールド
キュメントを参照してください。

インストールが終了すると、インストールログがファイルに保存されます。インス
トールログは、/var/sadm/system/logsディレクトリと /var/sadm/install/logs

ディレクトリに作成されます。

インストールが完了します。インストール後の自動リブートの選択を解除した場合
は、続けて手順 24に進みます。

前に自動リブートの選択を解除した場合は、次の 2つのオプションのいずれかを選
択します。

■ 自動登録を無効にしない場合は、インストールメディアを取り出してから、次に
示すように、手動でシステムをリブートします。
# reboot

■ 自動登録を無効にして、リブート時に構成データをオラクルに送信しない場合
は、手動でシステムをリブートする前に、次の手順を実行します。

注意 –システムが自動的にリブートする場合は、次の手順に従って自動登録を無
効にすることはできません。代わりに、自動リブート後に、Oracle Configuration
Manager (OCM)を使用して自動登録を無効にできます。『Oracle Solarisの管理:基
本管理』の第 17章「Oracle Configuration Managerの操作」を参照してください

a. インストールが完了したら、手動でリブートする前に、「!」を押して端末
ウィンドウを開きます。

b. コマンド行で、/a/var/tmp/autoreg_configファイルを削除します。
# rm /a/var/tmp/autoreg_config

c. ファイルを保存します。
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d. インストールメディアを取り出して、手動でシステムをリブートします。
# reboot

インストールした ZFSルートプールでシステムがブートします。

bootコマンドに -Lオプションを使用して、使用可能なブート環境のリストを
表示できます。SPARCベースのブートの詳細については、『Oracle Solarisの管
理:基本管理』の「SPARCシステムで指定した ZFSルートファイルシステムか
らブートする」を参照してください。

(省略可能)結果として得られた ZFSストレージプールとファイルシステムの情報
を、次の例のように確認します。

zpool statusおよび zfs listの出力例では、ルートプールのコンポーネントが特定
されます。
# zpool status

pool: rpool

state: ONLINE

scan: none requested

config:

NAME STATE READ WRITE CKSUM

rpool ONLINE 0 0 0

mirror-0 ONLINE 0 0 0

c0t0d0s0 ONLINE 0 0 0

c0t1d0s0 ONLINE 0 0 0

errors: No known data errors

# zfs list

NAME USED AVAIL REFER MOUNTPOINT

rpool 7.15G 59.4G 106K /rpool

rpool/ROOT 4.45G 59.4G 31K legacy

rpool/ROOT/s10zfsBE 4.45G 59.4G 4.45G /

rpool/dump 1.00G 59.4G 1.00G -

rpool/export 63K 59.4G 32K /export

rpool/export/home 31K 59.4G 31K /export/home

rpool/swap 2.06G 61.5G 16K -

最初に単一のディスクで ZFSストレージプールを作成した場合は、インストール後
にこのディスクを ZFSミラー化構成に変換できます。ディスクの追加または接続の
詳細については、『Oracle Solaris ZFS管理ガイド』の「ZFSストレージプール内のデ
バイスを管理する」を参照してください。

x86: Oracle Solaris対話式テキストインストーラによる
ZFS用の初期インストールの実行

Oracle Solaris対話式テキストインストーラを使用してOracle Solaris OSの初期インス
トールを実行できます。初期インストールを実行すると、インストール先のディス
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ク上にあるデータが上書きされます。このセクションでは、DVDまたはCDメ
ディアからOracle Solaris OSをインストールする方法について説明します。

▼ x86: GRUB付きOracle Solaris対話式テキストイン
ストーラを使用してZFS用にインストールする方
法
x86システム用のOracle Solarisインストールプログラムでは、GRUBブート
ローダーが使用されます。この手順では、スタンドアロンのGRUBブート
ローダー付き x86システムをCDまたはDVDメディアからインストールする方法に
ついて説明します。GRUBブートローダーの概要については、『Oracle Solarisの管理:
基本管理』の「ブート時にGRUBメニューを編集してブート動作を変更する」を参
照してください。

インストールを開始する前に、次のタスクを行います。

■ DVD-ROMまたはCD-ROMドライブが直接接続されていないマシンやドメインに
Oracle Solaris OSをインストールする場合は、別のマシンに接続されている
DVD-ROMまたはCD-ROMドライブを使用できます。手順の詳細は、『Oracle
Solaris 10 1/13インストールガイド:ネットワークベースのインストール』の付録
B「リモートからのインストールまたはアップグレード (タスク)」を参照してく
ださい。

■ 必要なメディアを用意してください。
■ DVDからインストールする場合は、Oracle Solaris Operating System DVD (x86版)
を使用してください。

■ CDメディアからインストールする場合:

次のメディアが必要です。
■ Oracle SolarisソフトウェアCD。
■ Oracle Solaris Languages CD (x86版) –特定の地域の言語をサポートする必要
がある場合は、インストールプログラムによってこれらのCDを求めるプ
ロンプトが表示されます。

注 – Oracle Solaris 10 8/11以降のリリースでは、DVDのみが提供されま
す。Oracle SolarisソフトウェアCDは提供されません。

■ システムの BIOSを調べて、CDまたはDVDメディアからブートできることを確
認します。

始める前に
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■ Oracle Corporation以外で製造されたシステムにOracle Solaris OSをインストールす
る場合は、インストールを開始する前に、Oracle Solaris Hardware Compatibility List
(http://www.oracle.com/webfolder/technetwork/hcl/index.html )を確認してくだ
さい。

■ (オプション)システムのバックアップをとります。
既存のデータやアプリケーションを保持するには、システムのバックアップをと
ります。ZFSルートプールのバックアップについては、『Oracle Solaris ZFS管理ガ
イド』の「ZFSルートプールまたはルートプールのスナップショットを回復す
る」を参照してください。

適切なメディアをシステムに挿入します。

Oracle Solaris Operating System DVDまたはOracle Solaris SOFTWARE - 1 CDからブート
する場合は、そのディスクを挿入します。この場合、システムの BIOSがDVDまた
はCDからのブートをサポートしている必要があります。

DVDまたはCDからブートするように BIOSを手動で設定する必要が生じることもあ
ります。BIOSの設定方法については、ハードウェアのドキュメントを参照してくだ
さい。

システムをシャットダウンして電源を切り、再び電源を入れてシステムをブートし
ます。

CDまたはDVDからブートするようにBIOSを手動で設定する必要がある場合は、シス
テムのブート処理を中断する適切なキーシーケンスを入力します。

BIOSでブート優先順位を変更し、BIOSを終了してインストールプログラムに戻りま
す。

メモリーテストとハードウェア検出が実行されます。画面がリフレッシュされま
す。GRUBメニューが表示されます。
GNU GRUB version 0.95 (631K lower / 2095488K upper memory)

+-------------------------------------------------------------------------+

| Oracle Solaris |

| Oracle Solaris Serial Console ttya |

| Oracle Solaris Serial Console ttyb (for lx50, v60x and v65x) |

| |

| |

+-------------------------------------------------------------------------+

Use the ^ and v keys to select which entry is highlighted.

Press enter to boot the selected OS, ’e’ to edit the

commands before booting, or ’c’ for a command-line.

「Solaris」を選択し、Enterキーを押します。
デフォルトのブートディスクが、システムのインストールまたはアップグレードに
必要な条件を満たしているかどうかが検査されます。インストールプログラムがシ
ステム構成を検出できない場合は、不足している情報の入力を求めるプロンプトが
表示されます。
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検査が完了すると、インストールの選択画面が表示されます。

デスクトップセッションの対話式テキストインストーラを選択するには、3と入力し
てから Enterキーを押します。
このインストールの種類を選択すると、デフォルトのGUIインストーラを
オーバーライドして ZFSインストール用のテキストインストーラを実行します。

システムでデバイスとインタフェースが構成され、構成ファイルが検索されま
す。オペレーティングシステムが自己識別キーボードを見つけられない場合は、画
面にキーボード配列の選択情報が表示されます。システムが自己識別キーボードを
見つけた場合は、手順 7に進んでください。

(省略可能)キーボード配列を一覧表示する画面が表示された場合は、必要な
キーボード配列を選択し、F2キーを押して続行します。
システムでデバイスとインタフェースが構成され、構成ファイルが検索されま
す。ウィンドウが機能していることを確認する 2つの画面が表示される場合があり
ます。次の 2つの画面で確認し、テキストモードで続行します。

次の画面が表示された場合は、Enterキーを押します。
Starting Oracle Solaris Interactive (graphical user interface)

Installation

+------------------------------------------------------------+

| You must respond to the first question within 30 seconds |

| or the installer proceeds in a non-window environment |

| (console mode). |

| |

| If the screen becomes blank or unreadable the installer |

| proceeds in console mode. |

| |

| If the screen does not properly revert to console mode, |

| restart the installation and make the following selection: |

| |

| Oracle Solaris Interactive Text (Console session) |

-------------------------------------------------------------+

進捗メッセージが完了すると、別の確認画面が表示されます。

次のテキスト画面内にカーソルを移動して、Enterキーを押します。
+------------------------------------------------------------+

|If the screen is legible, press ENTER in this window. |

| |

| |

| |

|-------------------------------------------------------------+

言語の選択肢の一覧が表示される場合があります。この画面が表示されない場合
は、手順 10に進んでください。
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言語の選択肢が表示された場合は、インストール時に使用する言語を選択し、F2
キーを押します。
Select a Language

+---------------------------------------------------------------------------+

| Please specify the the language from the list below. |

| |

| To make a selection, use the arrow keys to highlight the option and |

| press Return to mark it [X]. |

| |

| [ ] English |

| [ ] French |

| [ ] German |

| [ ] Italian |

| [ ] Japanese |

| [ ] Korean |

| [ ] Simplified Chinese |

| [ ] Spanish |

| [ ] Swedish |

| [ ] Traditional Chinese |

| [ ] UK-English |

| |

| F2_Continue F6_Help |

+---------------------------------------------------------------------------+

F2キーを押します。
Oracle Solarisのインストール画面が表示されます。

プロンプトが表示されたら、システム構成情報を入力します。

■ すべてのシステム情報が事前構成されている場合は、構成情報の入力は求められ
ません。

詳細は、『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:ネットワークベースのインス
トール』の第 2章「システム構成情報の事前構成 (タスク)」を参照してくださ
い。

■ すべてのシステム情報が事前構成されている場合以外は、インストールプログラ
ムのいくつかの画面で情報の入力が求められます。

16ページの「インストール用のチェックリスト」を参照して、構成の質問に答え
てください。

プロンプトが表示されたら、リモートクライアントによるネットワークサービスの
使用を有効にするかどうかを指定します。

■ ネットワークサービスを有効にするには、デフォルトの回答 (「Yes, I would like to
enable network services for use by remote clients」)を選択します。
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■ 「いいえ」を選択すると、より高いセキュリティーで保護された構成となり、リ
モートクライアントに提供されるネットワークサービスは Secure Shellだけになり
ます。

必要に応じて、netservices openコマンドを使用するか、SMFコマンドを使用し
て個別にサービスを有効にする方法で、インストール後にネットワークサービス
を有効にできます。『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:インストールと
アップグレードの計画』の「インストール後のセキュリティー設定の修正」を参
照してください。

これらのオプションについての詳細は、『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:
インストールとアップグレードの計画』の「ネットワークセキュリティーの計
画」を参照してください。

構成の質問に答え、ルートパスワードを設定すると、Oracle Solarisの対話式インス
トール画面が表示されます。
Solaris Interactive Installation

+----------------------------------------------------------------------------+

|On the following screens, you can accept the defaults or you can customize |

| how Solaris software will be installed by: |

| - Selecting the type of Solaris software to install |

| - Selecting disks to hold the software you’ve selected |

| - Selecting unbundled products to be installed with Solaris |

| - Specifying how file systems are laid out on the disks |

| |

|After completing these tasks, a summary of your selections |

|(called a profile) will be displayed. |

| |

|There are two ways to install your Solaris software: |

| |

| - ’Standard’ installs your system from a standard Solaris Distribution. |

| Selecting ’standard’ allows you to choose between initial install |

| and upgrade, if your system is upgradeable. |

| |

| - ’Flash’ installs your system from one or more Flash Archives. |

| |

| F2_Continue F4-Flash F5-Exit F6_Help |

+----------------------------------------------------------------------------+

インストール方法を選択します。

■ ZFSフラッシュアーカイブをインストールするには、F4キーを押します。
ZFSフラッシュアーカイブをインストールするステップごとの手順について
は、『Oracle Solaris ZFS管理ガイド』を参照してください。

■ ZFSルートファイルシステムの初期インストールを実行するには、F2キーを押し
ます。

システムのリブートとディスクの取り出しを自動的に行うかどうかを指定しま
す。F2キーを押します。
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注 –システムをリブートする前に自動登録を無効にする場合は、自動リブートの選択
を解除します。

システム上に ZFSストレージプールがすでに存在する場合、それらは次の
メッセージで認識されますが、既存のプールのディスクを選択して新しいスト
レージプールを作成する場合以外は変更されません。

There are existing ZFS pools available on this system.

However, they can only be upgraded using the Live Upgrade tools.

The following screens will only allow you to install a ZFS root system,

not upgrade one.

ZFSストレージプールがシステム上にすでに存在するというメッセージが表示された
ら、F2キーを押して続行します。

ライセンス画面が表示されます。

インストールを続行する場合は、ライセンス条項に同意します。F2キーを押しま
す。

「「アップグレード」または「初期」インストールの選択」画面が表示される場合
があります。アップグレード可能なUFSファイルシステムがある場合は、この画面
が表示されます。この画面が表示されない場合は、手順 17に進んでください。

ZFSのインストールを実行するには、F4キーを押して初期インストールを行います。
地域、ロケール、および追加の製品を選択する画面が表示されます。

地域、ロケール、および追加の製品を選択します。

「ファイルシステムの種類の選択」画面が表示されます。

ZFSルートプールを作成してインストールするには、ZFSオプションを選択します。
Choose a Filesystem Type

+---------------------------------------------------------------------------+

| Select the filesystem to use for your Solaris installation |

| |

| [ ] UFS |

| [X] ZFS |

| |

| F2_Continue F6_Help |

+---------------------------------------------------------------------------+

「ソフトウェアの選択」画面が表示されます。
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実行するインストールの種類を選択します。F2キーを押します。
デフォルトインストールを実行するには、表示されるデフォルト値をそのまま使用
します。カスタムインストールを実行するには、テキストインストーラの画面で値
を編集します。この例では、デフォルトの「全体ディストリビューション」のイン
ストールが選択されています。

ソフトウェアグループの詳細については、14ページの「ソフトウェアグループごと
の推奨ディスク容量」を参照してください。
Select Software

+---------------------------------------------------------------------------+

|Select the Solaris software to install on the system |

| |

|Note: After selecting a software group, you can add or remove |

|software by customizing it. However this requires understanding of |

|software dependencies and how Solaris software is packaged. |

| |

| [ ] Entire Distribution plus OEM support ......8575.00 MB |

| [X] Entire Distribution........................8529.00 MB |

| [ ] Developer System Support...................8336.00 MB |

| [ ] End User System Support....................7074.00 MB |

| [ ] Core System Support........................3093.00 MB |

| [ ] Reduced Networking Core System Support.....3035.00 MB |

| |

| |

| F2_Continue F6_Help |

+---------------------------------------------------------------------------+

「ディスクの選択」画面が表示されます。

インストールするソフトウェアを選択したあと、ZFSストレージプールを作成するた
めのディスクの選択を求めるプロンプトが表示されます。この画面は以前のOracle
Solarisリリースと同様ですが、次のテキストが異なります。

For ZFS, multiple disks will be configured as mirrors, so the disk you choose,

or the slice within the disk must exceed the Suggested Minimum value.

ZFSルートプールに使用するディスクとして、1つまたは複数を選択します。
次の情報に注意してください。

■ 単一のディスクを選択した場合、あとでミラー化構成にするには、Managing
Devices in ZFS Storage Pools『Oracle Solaris ZFS管理ガイド』の「ZFSストレージ
プール内のデバイスを管理する」コマンドを参照してください。

■ 2つのディスクを選択すると、ルートプールには 2ディスク構成が設定されま
す。2ディスクまたは 3ディスクのミラー化プールが最適です。

■ 8つのディスクがある場合に 8つのディスクすべてを選択すると、ルートプール
では 8つのディスクが単一の大規模なミラーとして使用されます。これは最適な
構成ではありません。
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ルートプールではRAID-Zプール構成はサポートされていません。ZFSストレージ
プールの構成方法の詳細については、『Oracle Solaris ZFS管理ガイド』の「ZFSスト
レージプールの複製機能」を参照してください。

Select Disks

+---------------------------------------------------------------------------+

|On this screen you must select the disks for installing Solaris |

|software. Start by looking at the Suggested Minimum Field; |

|this value is the approximate space needed to install the software |

|you’ve selected. For ZFS, multiple disks will be configured as mirrors, |

|so the disk you choose on the slice within the disk must exceed |

|the Suggested Minimum Value. |

| |

| Note: ** denotes the current boot disk |

| |

|Disk Device Available Space |

|========================================================================== |

| |

|[X]** c0t0d0 69994 MB (F4 to edit) |

|[X] c0t1d0 69994 MB |

|[-] c0t2d0 0 MB |

|[-] c0t3d0 0 MB |

| |

| Maximum Root Size: 69994 MB |

| Suggested Minimum: 8529 MB |

| |

| F2_Continue F3_Go Back F4_Edit F6_Help |

+---------------------------------------------------------------------------+

「データの保存」画面が表示されます。

(オプション)ソフトウェアをインストールするために選択したディスク上のデータを
保存します。

インストール用に選択したディスクに、ファイルシステムや命名されていないスラ
イスが存在する場合、必要であればこの時点でそれらを保存できます。
Preserve Data?

+---------------------------------------------------------------------------+

|Do you want to preserve existing data? At least one of the disks you’ve |

|selected for installing Solaris software has file systems or unnamed slices|

|that you may want to save |

| |

| |

| F2_Continue F4_Preserve F6_Help |

+---------------------------------------------------------------------------+

データを保存する場合は F4キーを押すと、データを保存するための画面が表示され
ます。
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(オプション)保存するデータを選択します。
ZFSルートをファイルシステムとして管理するには、スライス内のディスク全体のサ
イズを指定します。たとえば、スライス 0のサイズを指定します。同じディスク上
で異なるルートファイルシステムを共有している場合は、管理が難しいことがあり
ます。

ルートファイルシステムとしてインストールされるディスクからデータをコピーす
るには、インストーラを終了し、このディスク上に保持するデータのバックアップ
を取ってから、インストーラを再起動します。
# install-solaris

ZFS設定を構成するための画面が表示されます。

デフォルト値をそのまま使用するか、それらを変更できます。

ZFSプールの名前、データセット名、プールサイズ、スワップ、およびダンプを変更
できます。また、/varファイルシステムの作成およびマウントの方法を変更するこ
ともできます。
Configure ZFS Settings

+-------------------------------------------------------------------------- -+

|Specify the name of the pool to be created from the disk(s) you have chosen.|

|Also specify the name of the dataset to be created within the pool that is |

|to be used as the root directory for the filesystem. |

| |

| |

| ZFS Pool Name: rpool |

| ZFS Root Dataset Name: s10ZfsBE |

| ZFS Pool Size in (MB): 69995 |

| Size of swap area in (MB): 2048 |

| Size of dump area in (MB): 1024 |

| (Pool size must be between 6481 MB and 69995 MB) |

| |

| [X] Keep / and /var combined |

| [ ] Put /var on a separate dataset |

| |

| F2_Continue F3_Go Back F5_Exit F6_Help |

+------------------------------------------------------------------------- --+

リモートファイルシステムをマウントするための画面が表示されます。

リモートファイルシステムをマウントするかどうかを指定します。
Mount Remote File System

+-------------------------------------------------------------------------- -+

|Do you want to mount a software from a remote file server? This may |

|be necessary if you had to remove software because of disk space problems. |

| |

| |

| F2_Continue F6_Help |

+------------------------------------------------------------------------- --+
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プロンプトが表示されたら、自動登録情報を入力します。

■ インストールまたはアップグレードの前に sysidcfgファイルで auto_reg

キーワードを使用して自動登録設定を行った場合は、構成に関する質問にすべて
答える一部としてその情報が求められることはありません。

■ sysidcfgファイルに auto_regキーワードを含めなかった場合は、構成に関する質
問にすべて答える一部として自動登録に関する情報を指定するように求められま
す。

注 –インストールまたはアップグレードの最後に自動登録を無効にする場合
は、何も情報を入力せずにこれらの自動登録画面を進めることができます。

a. サポート資格情報を使って登録する場合はオプションを選択し、匿名でデータ
を送信する場合はオプションの選択を解除します。

オプションボックスに移動するときは、矢印キーを使用します。オプション
ボックスに印を付けて、サポート資格情報を使って登録するときは、Return
キーを押します。続けるときは、Esc–2キーを押します。

b. 要求されたプロキシ情報と資格情報を指定します。
サポート情報を使って登録することを選択した場合は、My Oracle Supportの
ユーザー名とパスワードを指定するように求められます。プロキシサーバーを
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使用する場合は、サーバーのホスト名とポート番号、およびプロキシの
ユーザー名とパスワードを指定できます。

匿名で登録することを選択した場合は、この画面ではプロキシ情報だけが求め
られます。

行間を移動するときは、矢印キーを使用します。サポート資格情報とプロキシ
エントリ (オプション)を入力します。続けるときは、Esc–2キーを押します。

「プロファイル」画面が表示されます。

「プロファイル」画面で、インストールに選択した内容を確認します。

必要に応じてインストールプロファイルを変更できます。次の例は、最後のインス
トールプロファイル画面です。
Profile

+-------------------------------------------------------------------------- -+

|The information shown below is your profile for installing Solaris software.|

|It reflects the choices you’ve made on previous screens. |

| |

|============================================================================|

| |

| Installation Option: Initial |

| Boot Device: c0t0d0 |

| Root File System Type: ZFS |

| Client Services: None |

図 3–1 自動登録のデータ入力のテキスト画面
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| System Locale: C ( C ) |

| |

| Software: Solaris 10, Entire Distribution |

| Pool Name: rpool |

| Boot Environment Name: s10ZfsBE |

| Pool Size: 69995 MB |

| Devices in Pool: c0t0d0 |

| c0t1d0 |

| |

| F2_Begin Installation F4_Change F5_Exit F6_Help |

+------------------------------------------------------------------------- --+

Oracle Solarisソフトウェアをインストールするには、F2キーを押し、指示に従いま
す。

Oracle Solaris対話式テキストプログラムによるOracle Solarisソフトウェアのインス
トールが終了すると、システムは自動的にリブートするか、または手動でリブート
するように促します。

追加の製品をインストールする場合は、その製品のDVDまたはCDを挿入するよう
に指示が表示されます。インストール手順については、該当するインストールド
キュメントを参照してください。

インストールが終了すると、インストールログがファイルに保存されます。インス
トールログは、/var/sadm/system/logsディレクトリと /var/sadm/install/logs

ディレクトリに作成されます。

インストールが完了します。前にインストーラの画面で自動リブートの選択を解除
した場合は、続けて手順 28に進みます。

前に自動リブートの選択を解除した場合は、次の 2つのオプションのいずれかを選
択します。

■ 自動登録を無効にしない場合は、インストールメディアを取り出してから、次に
示すように、手動でシステムをリブートします。
# reboot

■ 自動登録を無効にして、リブート時に構成データをオラクルに送信しない場合
は、手動でシステムをリブートする前に、次の手順を実行します。

注意 –システムが自動的にリブートする場合は、次の手順に従って自動登録を無
効にすることはできません。代わりに、自動リブート後に、Oracle Configuration
Manager (OCM)を使用して自動登録を無効にできます。『Oracle Solarisの管理:基
本管理』の第 17章「Oracle Configuration Managerの操作」を参照してください

a. インストールが完了したら、手動でリブートする前に、「!」を押して端末
ウィンドウを開きます。
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b. コマンド行で、/a/var/tmp/autoreg_configファイルを削除します。
# rm /a/var/tmp/autoreg_config

c. ファイルを保存します。

d. インストールメディアを取り出して、手動でシステムをリブートします。
# reboot

システムをリブートすると、GRUBメニューに、新しくインストールした
Oracle Solaris OSなどのインストールされているオペレーティングシステムの
一覧が表示されます。

ブートするオペレーティングシステムを選択します。

新たに選択を行わなかった場合は、デフォルトの選択が読み込まれます。

GRUBメニューリストが表示されます。
GNU GRUB version 0.95 (637K lower / 3144640K upper memory)

+----------------------------------------------------------------------------+

|Oracle Solaris 10 8/11 s10zfsBE |

|Solaris Failsafe |

| |

|+---------------------------------------------------------------------------+

Use the ^ and v keys to select which entry is highlighted.

Press enter to boot the selected OS, .e. to edit the

commands before booting, or .c. for a command-line.

GRUBメニューが表示されたら、Enterキーを押してデフォルトのOSインスタンスを
ブートします。デフォルトは、新しくインストールしたルートプールです。

この例では、ブート環境名は szboot_0507です。10秒以内にエントリを選択しない
と、システムは自動的にブートします。

インストールが完了したら、結果として得られた ZFSストレージプールとファイルシ
ステムの情報を確認します。

この例の zpool statusおよび zfs listの出力例では、ルートプールのコンポーネン
トが特定されます。
# zpool status

pool: rpool

state: ONLINE

scan: none requested

config:

NAME STATE READ WRITE CKSUM

rpool ONLINE 0 0 0

mirror-0 ONLINE 0 0 0

c0t0d0s0 ONLINE 0 0 0

c0t1d0s0 ONLINE 0 0 0

errors: No known data errors
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# zfs list

NAME USED AVAIL REFER MOUNTPOINT

rpool 7.15G 59.4G 106K /rpool

rpool/ROOT 4.45G 59.4G 31K legacy

rpool/ROOT/s10zfsBE 4.45G 59.4G 4.45G /

rpool/dump 1.00G 59.4G 1.00G -

rpool/export 63K 59.4G 32K /export

rpool/export/home 31K 59.4G 31K /export/home

rpool/swap 2.06G 61.5G 16K -

最初に単一のディスクで ZFSストレージプールを作成した場合は、インストール後
にこのディスクを ZFSミラー化構成に変換できます。ディスクの追加または接続の
詳細については、『Oracle Solaris ZFS管理ガイド』の「ZFSストレージプール内のデ
バイスを管理する」を参照してください。

次の手順

使用するマシンに複数のオペレーティングシステムをインストールする場
合、ブートするためには、それらのオペレーティングシステムをGRUBブート
ローダーに認識させる必要があります。詳細は、『Oracle Solarisの管理:基本管
理』の「ブート時にGRUBメニューを編集してブート動作を変更する」を参照して
ください。

参考
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iSCSIターゲットディスクへのOracle
Solaris 10 OSのインストール

この章では、Oracle Solaris 10 OSを iSCSIターゲットにインストールするプロセ
ス、および iSCSIインストールに使用できるさまざまな方法について説明します。

この章で扱う内容は、次のとおりです。

■ 85ページの「iSCSIインストール (概要)」
■ 89ページの「iSCSIパラメータの構成」
■ 94ページの「(例)ターゲットの準備およびターゲットとイニシエータの関連付
け」

iSCSIインストール (概要)
iSCSI (Internet Small Computer System Interface)は、データストレージサブシステムを
結合するための、インターネットプロトコル (IP)ベースのストレージネットワーキ
ング標準です。このネットワーキング標準は、IETF (Internet Engineering Task Force)
によって開発されました。iSCSI技術の詳細は、RFC 3720 (http://www.ietf.org/rfc/
rfc3720.txt)を参照してください。

このドキュメントで、iSCSIインストールとは、構成済みの発見可能な iSCSI
ターゲットにOracle Solaris 10 OSをインストールすることです。iSCSIパラメータは
インストールの前に構成しておく必要があります。iSCSI技術については、『Oracle
Solarisの管理:デバイスとファイルシステム』の「Oracle Solaris iSCSIの技術 (概
要)」を参照してください。

このセクションの内容は次のとおりです。

■ 86ページの「ハードウェア要件とファームウェア要件」
■ 86ページの「iSCSIの構成とインストール」
■ 87ページの「iSCSIターゲットの作成と構成」
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ハードウェア要件とファームウェア要件
詳細は、『Oracle Solarisの管理:デバイスとファイルシステム』の「Solaris iSCSIのソ
フトウェア要件およびハードウェア要件の識別」を参照してください。

iSCSIインストールを正常に行うには、次のファームウェア要件に注意してくださ
い。

SPARCシステムの場合、OBPバージョンは 4.32.2以上であるべきです。JumpStartイ
ンストールで LUNの値が 0以外の場合、イニシエータおよびターゲットのOBP
バージョンは 4.33.2以上であるべきです。

x86システムの場合、NICに iBFTが必要です。iSCSI Boot Firmware Table (http://
msdn.microsoft.com/en-us/windows/hardware/gg463101.aspx)を参照してください。

iSCSIの構成とインストール
iSCSIインストールには次の段階があります。

1. 発見 – iSCSIターゲットの発見には、静的デバイス発見と動的デバイス発見の 2方
式があります。詳細は、『Oracle Solarisの管理:デバイスとファイルシステ
ム』の「Solaris iSCSIターゲットデバイスの構成 (タスク)」を参照してください。

2. インストール –次のいずれかの方法を使用して、iSCSIパラメータを構成
し、iSCSIターゲットにOracle Solaris 10 OSをインストールできます。
■ 対話式テキスト。初期インストール、アップグレード、およびフ
ラッシュベースのインストールが含まれます。詳細は、89ページの「iSCSIパ
ラメータの構成」を参照してください。

■ JumpStart。詳細は、92ページの「iSCSIパラメータの構成: JumpStartインス
トール方式」を参照してください。

■ WANブート。詳細は、『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:ネット
ワークベースのインストール』のパート III「広域ネットワーク経由のインス
トール」を参照してください。

3. ブート – OSのインストール後、システムを自動的にリブートするように選択でき
ます。89ページの「イニシエータの iSCSIパラメータを構成する方法 (対話式テ
キスト方式)」の手順 7を参照してください。

サポートされている SPARCシステム
次の SPARCシステムは、iSCSIディスクからのブートをサポートしています。

■ Sun SPARC Enterprise T5120およびT5220サーバー
■ Sun SPARC Enterprise T5140およびT5240サーバー
■ Sun SPARC Enterprise T5440サーバー
■ SPARC T3-1サーバー
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■ SPARC T3-1Bサーバー
■ SPARC T3-4サーバー
■ SPARC T3-2サーバー

iSCSIターゲットの作成と構成
iSCSIターゲットへのOracle Solaris 10 OSのインストールを開始する前に、iSCSI
ターゲットを作成しておく必要があり、iSCSIターゲットをホストイニシエータで発
見できるようにしておく必要があります。

iSCSIインストールに関連して、次の用語が定義されています。

イニシエータまたはホストシステム インストールおよび iSCSIディスクからの
ブートに使用されるシステム。ホストシステ
ムとイニシエータという用語は同義で使用さ
れ、同じ意味を持ちます。

ターゲットシステム 1つ以上の iSCSIターゲットをホストするシ
ステム。各 iSCSIターゲットは一意に識別さ
れ、ターゲットはグローバルに可視にするか
イニシエータ固有に構成できます。

iSCSIターゲット名 iSCSIターゲット名には、RFC 3720に記載さ
れている iSCSI修飾名 (IQN)が含まれ、RFC
3721には名前の例が追加されています。詳
細は、IETFのサイトを参照してくださ
い。たとえ
ば、iqn.1986-03.com.sun:02:358ddbf8-601a

-e73a-df56-89は一般的な iSCSIターゲット
名です。名前は次のフィールドで構成されま
す。
■ リテラル IQN
■ 命名機関がドメインの所有権を得た日付

(yyyy-mm)
■ 機関の予約済みドメイン名
■ 命名機関によって指定されたストレージ
ターゲット名の前に付加されるオプ
ションのコロン「:」。

LUN (論理ユニット番号) LUNは、物理 SCSIデバイス (ターゲット)の
一部である、個別にアドレス指定可能な (論
理) SCSIデバイスを表します。iSCSI環境で
は、LUNは実質的に番号付きディスクドラ
イブです。イニシエータはターゲットとのネ
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ゴシエーションを行なって LUNへの接続を
確立します。その結果、SCSIハードディス
クへの接続に似た iSCSI接続になります。イ
ニシエータは iSCSI LUNを raw SCSIまたは
IDEハードドライブと同様に扱います。たと
えば、NFSまたはCIFS環境で行われるよう
にリモートディレクトリをマウントする代わ
りに、iSCSIシステムは iSCSI LUN上の
ファイルシステムをフォーマットして直接管
理します。エンタープライズ配備におい
て、LUNは通常は大規模RAIDディスクアレ
イのスライスを表し、多くの場合は各クライ
アントに 1つずつ割り当てられます。iSCSI
では、個々の LUNを複数のコンピュータで
共有することに規則や制限はありません。基
になる単一のファイルシステムへの共有アク
セスは、オペレーティングシステムのタスク
として任されます。

CHAP CHAP (Challenge-Handshake Authentication
Protocol)は、イニシエータに対する iSCSI
ターゲットの認証に使用されます。CHAPを
使用することで、平文のパスワードがネット
ワーク上に転送されることが防止されま
す。また、CHAP認証では、ターゲットが
ユーザーまたはイニシエータにいったん関連
付けられると、そのターゲットがほかのホス
トシステムには不可視になることも保証され
ます。単方向のCHAP認証だけがサポート
されています。

iSCSIターゲットおよびイニシエータの構成については、次のリンクを参照してくだ
さい。

■ 『Oracle Solarisの管理:デバイスとファイルシステム』の「Solaris iSCSIターゲット
デバイスの構成 (タスク)」。

■ iscsitadm(1M)
■ iscsiadm(1M)

iSCSIインストール (概要)
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iSCSIパラメータの構成
iSCSIターゲットにOracle Solaris 10 OSをインストールする前に、ホストシステムが
発見モードの指定、インストールに使用できるターゲットの表示と選択、および
ターゲットシステムに対する自身の認証を行うことができるように、一連のパラ
メータを指定します。

インストーラによる発見およびセキュリティーのモードについて、以降のセク
ションで説明します。

▼ イニシエータの iSCSIパラメータを構成する方法
(対話式テキスト方式)
次の手順では、テキストインストール方式によってホストイニシエータの iSCSIパラ
メータを構成します。

■ iSCSIターゲットシステムが現在のイニシエータシステムに対して自身の識別と
関連付けを行うことができるように、ターゲットシステムに IQN番号を作成する
必要があります。IQN番号はユーザーに提供され、画面に表示されます。ホスト
システムによって生成される IQN番号の例を次に示します。

始める前に
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■ このタスクで使用される必須パラメータとオプションパラメータの定義について
は、87ページの「iSCSIターゲットの作成と構成」を参照してください。

インストールの種類を選択します。

iSCSIターゲット以外にOSをインストールするように選択すると、OSのインス
トール画面に移動します。

ターゲットを見つけるための必須フィールドの値を入力します。

ターゲットの発見には 2つの方法があります。

■ SendTargets –この方法は、指定された iSCSIターゲットシステム上のすべての
ターゲットを検索します。「ターゲットの IP」および「ターゲットのポート」必
須フィールドの値は必須です。

■ 静的発見 – iSCSIドライバとその他のサブシステムは、近傍のすべてのターゲット
を発見し、OID (ターゲットのオブジェクト ID)と LUNリストを更新し、iSCSI
ターゲットをローカルディスクとして c0t0d0s0形式で列挙し、ディスクをマウン
トしようとするため、多数のターゲットが存在する場合はこの方法が推奨されま
す。

注 –この方法の場合、必須フィールドの値のほかに、IQN（iSCSI Qualified Target
Name)の値も必須です。

iSCSIの「ターゲット IP」および iSCSIの「ターゲットポート」フィールドは必須
フィールドです。

iSCSIターゲットの IP TCP/IP経由の iSCSIを構成する場合に必須です。各
ターゲット IPは、ディスクやテープなどの物理デバイ
スを表す場合も、仮想ターゲットを表す場合もありま
す。

iSCSIターゲットのポート iSCSIターゲットサーバーがイニシエータからのリクエ
ストを待機するポート。デフォルト値は 3260です。

(省略可能)必要な場合は、次のフィールドの値を入力します。
iSCSIターゲットの LUN 静的発見方法を使用してターゲットを発見する場

合、LUNの値は必須です。

iSCSIターゲット名 たとえ
ば、iqn.1986-03.com.sun:02:358ddbf8-601a-e73a-df56-89

は一般的な iSCSIターゲット名です。

1

2

3
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CHAP認証 CHAP認証が必要な場合は、ターゲットシステムに対す
るホストイニシエータの認証に使用するユーザー名とパ
スワードを入力します。この値は CHAPシークレットで
す。

CHAP認証の詳細については、『Oracle Solarisの管理:デ
バイスとファイルシステム』の「iSCSIベースのスト
レージネットワークにおける認証の構成」を参照してく
ださい。

ターゲットデバイスで IQN番号を入力します。

iSCSIターゲットを構成して準備します。
詳細は、94ページの「(例)ターゲットの準備およびターゲットとイニシエータの関
連付け」を参照してください。

完了後にCD/DVDを自動的に取り出すか手動で取り出すかを選択します。

F2キーを押して続行します。

OSをインストールし、システムをリブートします。

■ SPARCシステムの場合、システムは自動的にリブートします。

■ X86システムの場合は、次の手順に従ってリブートします。

a. BIOSに入り、ターゲットからブートする iBFT (iSCSI Boot Firmware Table)カード
を選択します。

F12キーを押して BIOSメニューの「Setup」にアクセスします。Ctrl-Sキーを
押して iBFTメニューに入ります。

b. BIOSの設定を保存して、iBFTメニューの「General Parameters」および「Target
Information Parameters」のイニシエータとターゲットの情報を更新します。

4

5

6

7

8
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注 – Oracle Solaris 10 OSがインストールされた iSCSIターゲット LUNからブート
するには、ブート元の iBFTカードが iSCSIターゲットシステムと同じサブ
ネット内にあるべきです。さらに、iBFTメニューでNICカードを構成するこ
とにより、DHCPまたは静的 IPによって IPアドレスを取得するように構成で
きます。

たとえば、iBFTカードの IPアドレスを静的 IPによって取得するには、iBFTメ
ニューの「General Parameters」オプションで、「TCP/IP parameters via

DHCP」オプションを「Disabled」に設定します。さらに、「Initiator

Parameters」メニューで、少なくとも次のパラメータを指定する必要がありま
す。

■ IPアドレス
■ サブネットマスク
■ デフォルトゲートウェイ

Intel iSCSI NICについては、http://www.intel.com/

content/www/us/en/network-adapters/gigabit-network-adapters/

ethernet-unified-networking-isci.htmlを参照してください。

iSCSIパラメータの構成: JumpStartインストール方
式
JumpStartインストール方式は、作成するプロファイルを基にして、複数のシステム
を自動的にインストールまたはアップグレードできる、コマンド行インタフェース
方式です。プロファイルには、どのようにソフトウェアをインストールするかを定
義します。さらに、インストール前とインストール後に実行するタスクを、シェル
スクリプトを使用して指定することができます。システムのインストールまたは
アップグレードにどのプロファイルとスクリプトを使用するかを選択できます。

JumpStartインストール方式では、選択したプロファイルとスクリプトに基づい
て、システムがインストールまたはアップグレードされます。また、sysidcfg

ファイルを使用して構成情報を指定することにより、カスタム JumpStartインス
トールを完全に自動化することも可能です。プロファイルの作成と JumpStartプロセ
スについては、『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド: JumpStartインス
トール』を参照してください。

JumpStart方式を使用して iSCSIターゲットにOracle Solaris 10 OSをインストールする
場合は、次の新しいキーワードをプロファイルに含めます。

■ iscsi_target_name

■ iscsi_target_ip

参照
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■ iscsi_target_lun

■ iscsi_target_port

■ iscsi_target_slice

上記のパラメータの定義については、87ページの「iSCSIターゲットの作成と構
成」のセクションを参照してください。

注 – iSCSIターゲットでは、OSの初期インストールとアップグレードの両方がサ
ポートされます。

次の例は、初期 iSCSIインストール用の JumpStartプロファイルのサンプルです。

例 4–1 初期 iSCSIインストール用の JumpStartプロファイル

install_type initial_install

partitioning explicit

filesys rootdisk.s4 5000

filesys rootdisk.s1 2048

iscsi_target_name iqn.1986-03.com.sun:02:358ddbf8-601a-e73a-df56-89

iscsi_target_ip 10.12.162.24

iscsi_target_lun 0

iscsi_target_port 3260

cluster SUNWCrnet

次の例は、アップグレードインストール用の JumpStartプロファイルのサンプルで
す。

例 4–2 iSCSIアップグレードインストール用の JumpStartプロファイル

install_type upgrade

iscsi_target_name iqn.1986-03.com.sun:02:358ddbf8-601a-e73a-df56-89

iscsi_target_ip 10.12.162.24

iscsi_target_lun 0

iscsi_target_port 3260

iscsi_target_slice 4

JumpStartプロファイルでは、rootディレクトリ、スワップ領域、/usrディレクトリ
などのディレクトリを作成すべき場所を示すために、次のキーワードが使用されま
す。

■ filesys

■ pool

■ boot_device

ディスク番号は iSCSIインストール時に動的に生成されるため、iSCSIインストール
時に JumpStartプロファイル内の上記のキーワードにディスク命名法 (cxtxdxsx)を明
示的に指定しないでください。

iSCSIパラメータの構成
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注意 – iSCSIのキーと値の情報をプロファイル内に指定する場合、boot_deviceキーと
値のペアおよび root_deviceキーと値のペアはプロファイルに含めないようにしてく
ださい。root_deviceキーと値のペアは、iSCSIターゲットに基づいて pfinstallコマ
ンドで動的に割り当てられます。

(例)ターゲットの準備およびターゲットとイニシエータ
の関連付け

このセクションの手順では、ターゲットを準備してターゲットをイニシエータに関
連付ける方法について説明します。タスクは操作の順に示されています。

1. Oracle Solaris 10インストール用のターゲットの準備
2. ターゲットとイニシエータの関連付け
3. ターゲットシステム上のCHAP詳細の消去

▼ Oracle Solaris 10インストール用のターゲットを準
備する方法

スーパーユーザーになります。

次のパッケージがまだインストールされていない場合は、インストールします。

ヒント –パッケージがインストールされているかどうかを調べるには、pkginfo

package-nameコマンドを使用します。

■ SUNWiscsitu

■ SUNWiscsitr

■ SUNWiscsidmu

■ SUNWiscsidmr

■ SUNWstmf

■ SUNWstmfu

iSCSIターゲットとして ZFSボリューム iscsi-poolを作成します。

たとえば、iscsi-poolという名前の zpoolをスライス c0t1dos0から作成するに
は、次のようにします。

# zpool create -f iscsi-pool c0t1d0s0

1

2

3

(例)ターゲットの準備およびターゲットとイニシエータの関連付け
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iscsi-pool zpool上に、Oracle Solaris 10 OSをインストールするターゲットディレクト
リを作成します。

例:
# zfs create -V 20G iscsi-pool/mytarget

ターゲットを共有して、インストールのためにグローバルにアクセスできるように
します。

例:
# zfs set shareiscsi=on iscsi-pool/mytarget

iSCSIターゲット名を一覧表示して、ターゲットが正常に作成されたことを確認しま
す。

# iscsitadm list mytarget

Target: iscsi-pool/mytarget

iSCSI Name: iqn.1986-03.com.sun:02:d0a02ee1-91ad-67d9-bb8c-a3d4c4f1e152

Connections: 0

「Connections」フィールドの値 0は、そのターゲットに接続を試みたイニシエータ
がないことを示しています。

ターゲットシステムが、Oracle Solaris 10をインストールするイニシエータと同じサブ
ネット上にあることを確認します。

ターゲットとしては、フラットファイル、UFSスライス、COMSTARオブジェク
ト、または ZFSボリュームを使用できます。

ターゲットシステムでCHAP認証を設定する場合は、95ページの「ターゲットをイ
ニシエータに関連付ける方法」および『『Solarisのシステム管理 (デバイスとファイ
ルシステム)』』の「iSCSI ターゲットの CHAP 認証を構成する方法」を参照してく
ださい。

CHAP認証が必要でない場合、ターゲットはグローバルに可視になりま
す。ターゲットをイニシエータに関連付けます。

▼ ターゲットをイニシエータに関連付ける方法
この手順では、ターゲットシステムでCHAPユーザー名とパスワードを設定する方
法と、イニシエータプロファイルを作成してターゲットに関連付ける手順について
説明します。

このタスクを開始する前に、ターゲットを準備する必要があります。詳細は、
89ページの「イニシエータの iSCSIパラメータを構成する方法 (対話式テキスト方
式)」を参照してください。

4

5

6

7

次の手順

始める前に

(例)ターゲットの準備およびターゲットとイニシエータの関連付け
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(省略可能)管理者のCHAPユーザー名とシークレットを設定します。
詳細は、『Oracle Solarisの管理:デバイスとファイルシステム』の「iSCSIベースのス
トレージネットワークにおける認証の構成」を参照してください。

イニシエータプロファイルを作成し、ターゲットに関連付けます。

イニシエータにmy-initiator-profileなどの別名を指定することもできます。

例:
# iscsitadm create initiator

--iqn iqn.1986-03.com.sun:01:000000000500.initiator my-initiator-profile

イニシエータ ID (IQN)は、ホストシステムによって iSCSIパラメータの構成時に指定
されます。例として、89ページの「イニシエータの iSCSIパラメータを構成する方法
(対話式テキスト方式)」タスクに示されている IQN番号を使用します。

イニシエータに指定されているCHAPユーザー名を設定します。
例:
# iscsitadm modify initiator --chap-name mytestname my-initiator-profile

イニシエータに設定されているものと同じCHAPシークレット資格情報を指定しま
す。

例:
# iscsitadm modify initiator --chap-secret mytestname my-initiator-profile

Enter secret: **************

Re-enter secret: *************

このプロファイルをアクセス制御リストに追加します。

例:
# iscsitadm modify target --acl my-initiator-profile iscsi-pool/mytarget

このコマンドは、イニシエータプロファイルmy-initiator-profileをターゲット
iscsi-pool/mytargetに確実に関連付けるとともに、ターゲットへのアクセスを制限し
ます。

CHAP認証を使用した場合に、タスクの完了後にターゲット上の設定を消去する場
合は、97ページの「iSCSIターゲット上のCHAP設定を消去する方法」を参照して
ください。

1

2

3

4

5

参照
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▼ iSCSIターゲット上のCHAP設定を消去する方法
この手順では、iSCSIターゲット上のCHAP設定を削除し、関連プロファイルの関連
付けを解除する方法を示します。このプロセスにより、ターゲットは現在構成され
ているホストから解放され、ほかのホストイニシエータで使用できるようになりま
す。

ターゲットのアクセス制御リストからイニシエータプロファイルを削除します。

例:
# iscsitadm delete target --acl my-initiator-profile iscsi-pool/mytarget

関連プロファイル iscsi-pool/mytargetのCHAPシークレットを消去します。
例:
# iscsitadm modify initiator --chap-secret mytestname my-initiator-profile

Enter secret:

Re-enter secret :

関連プロファイルmy-initiator-profileのCHAPユーザー名を消去します。
# iscsitadm modify initiator --chap-name "" my-initiator-profile

管理者のCHAPシークレットを消去します。
# iscsitadm modify admin --chap-secret

Enter secret:

Re-enter secret :

管理者のCHAPユーザー名を消去します。
# iscsitadm modify admin --chap-name ""

イニシエータプロファイルを削除します。
# iscsitadm delete initiator --all my-initiator-profile

1

2

3

4

5

6
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